
○

撃

界

展

望

支

那

農

業

研

究

の

類

型

阿

部

.

源

一

17

ー

支
那
農
業
研
究
の

重
要
性

東
亜

共
桑
園
内
に

於
け
る

最
大
の

難
物
は

支
部
で

あ
る

と
い

ふ

鮎
に

於
て

は

意

見
が

姦
し
て

ゐ

る

棟
で

あ

る
｡

支
部

事
欒
以

爽

室
ク

年
に

垂
ん

と

し
､

そ
の

間
に

欧
洲
大
戦
が

起

り

更
に

昨
年
末

些
至

つ

て

大

霊
戟
季
が

勃
聾
す

る

に

及

ん
で

､

我

園

民
の

関
心

は

支

那
の

戦

場
か

ら

或
は

欽

洲
へ

或
は

南
洋
へ

と

移
つ

た
の

で
･

雪
た

が
､

南
方
の

電
撃
作
戦
も

ー

段
落
を

告
げ

を
再
び

怪
物
支
那
の

姿
が

大
き

く

浮
び

上
つ

て

奔

宅

共
柴
圏
の

範
囲
が

南
に

西

に

積
大
し
て

行
つ

て

も
､

壷
近
い

所
の

支

部
が

い

つ

童

で

も
片
肘
か

な
い

こ

と

は
､

眞
に

東
亜

共
農

園
の

癌
と

言
は

ぎ

る

を

得
な
い

｡

音

廊
の

怪
物

芸
所
以

は

そ

の

農
村
に

あ

る
｡

主

賓
都
合
と

交
通

警
占

領
さ

れ
､

更
に

海
岸

警
封

讐
れ
て

も

猫

且
っ

抗
戦
し

得
る

爬

畠
類
的

生

存
力
の

源

泉
は

箕
に

そ

の

農
村

経
済
に

あ
る

と

言
は

ね

ぼ

な

ら

な
心

｡

支
那

農
業

研

究
の

類

型



?
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一

恵

静

養

第
十

巻

第
一

改

私
は

今
岡
の

支

那
専
襲

昌
征
ト

､

昭

和

↑

二

年
晩
秋
か

ら

清
三

年
間

､

中

支
及
北

支
の

戦
場
に

停
戦
し

､

嘉
の

農
村
を
か

な

呈

く

圃
察
す

る

こ

と

が

出

雲
が

､

中
北

真
の

農
村

竺
毎
闇
生

活
し

て

得
た

結
論
は

､

嘉
の

農
村
を

把

捏
せ

す
し
て

は

占

領
地

誓
有

数
に

経

常
す

る

こ

と

は

不

可

能
で

雪
と
い

ふ

こ

と
で

雪
た

｡

所
謂
｢

撃
と

線
+

の

み

を

占

領
ト

て

も
､

そ
の

周
囲
の

奥
地

と

遮
断
さ

れ
て

ゐ

て

は
､

物

資
も

集

喜
ず

､

教

化
も

行
届
か

な
い

｡

著
名

美
都
舎

監
領
ト
て

も
､

そ
の

ヒ

ン

ク

ー

ラ

シ

ド

の

物

資
と

範

警

れ
て

は
､

酪
舎
は

集

散

讐
ト
て

の

欝
を

買
し
て

L

羞
｡

遊
撃
戦
は

､

芸
｢

警
繰
+

警
雷
と

交
通
線
を

奥
地

農
村
か

ら

遮
断
し

翌
せ

L

め

枯

翌
し
め

ん

与
る

戦
術

完
な

ら

な
い

｡

従
つ

て

之
に

封
ト
て

我

雷
討
伐
や

滑

空
作
を

行
ひ

､

農
村

笑

り

込
ん

還
撃
陳
を

蒜
L

､

農
民
が

安
心

ト

て

物
資
を

都
合
に

遊
ん
で

奔
て

､

響
か

ら

日

用

碧
買
つ

て

摩
ら

れ

る

様
に

L
て

や

る

必

要
が

雪
｡

生

産
地

富
農
材

量
方
が

把

嘩
す
る

か

敵
側
が

利
用
す
る

か

と
い

ふ

こ

と
は

､

長

野
消

耗
戦
を

行
ふ

琴
合

に

も
長

顛
建

設

差
す

誓
に

も
極

め
て

重
大
な

問
題
で

雪
｡

霊
廉
い

､

而

L
て

芹
的

交
通
機
酪
の

無
い

嘉
の

農
村
が

､

共
産

真
の

毒
に

ょ
っ

て

赤
花
さ

れ

た

な
ら
ば

､

全

く
手
に

負
へ

な
い

こ

と
に

な
る

だ

ら

う

と

息
つ

た
｡

嘉
四

億

警
寓
の

人
口

の

う

ち
八

割

吾
が

農
村
人
口

で

雪
と
い

ふ

妄
を

以
て

も
､

嘉
の

社
食

孟
警
理

解
す

漂
は

尭

つ

以
て

農
村
の

解
剖
か

ら

始
め

な

荒
ぼ

警
な
い

こ

と

は

首
卜

得
る

で

雪
う

｡

嘉
の

署
白
身

豊
う
で

湾
L

､

是
諸
外

国

の

畢

者
も
殆
ん

ど

例
外
な

く
､

支

部
研

究
に

於
け

る

農
業
研

究
の

重
要
性
を

認
め

て

ゐ

る
｡

嘉
農
業

研

究
は

如

何

警
固

畏
よ
つ

て

至
れ
て

ゐ

る

か

と
い

ふ

に
､

大

別
し
て

四
つ

に

分

興
す

る

こ

と
が

出

奔
る

｡

第

盲
支

部
人
自
身
に

よ

る

自
国

農
業
の

批
判
的
研

究
､

第
二

は

ソ

ダ
イ

エ

ッ

丁

言
ア

人
の

研

究
､

第
三

は

米
英
人
の

研

究
､

第
四

は

芸
人

の

研

究
で

雪
蒜
L
て

之
等
の

諸
研

究

姦
許
し
て

見
る

に
､

結
局
二

つ

の

理

論
的

塁
に

分

警
れ

る
｡

そ
の

;
は

支

部

農
業
に

7 2
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･リ

ー

一

射
す
る

マ

ル

ク

ス

主

養
的

解
経
で

あ

り
､

他
の

;
は
マ

ル

サ

ス

人
口

静
的

解
繹
で

あ

る
｡

マ

ル

サ

ス

人
口

理

静
忙

基

く
研

究
方

迭
は

､

先
づ

支

部
の

耕
地

面

積
が

人
口

に

此

L
て

数
少
で

あ

る

と
い

ぶ

基

本
的

な

事
賛
か

ら

出

費
す
る

｡

人

口

に

比

L
て

耕
地

面

積
が
小
で

あ

れ

ぽ
､

一

戸
常
り
の

経

営
面

積
は

狭
小

な
ら

ざ
る

を

得
な
い

｡

従
つ

て

零
細

農
が

多
く

､

生

活
程
度
が

低
か

ら

ざ

る

を

得
な
い

｡

斯
く
て

人

口
､

土

地

利
用

､

農
家
経
済
の

分
析

､

農
民
生

活
程

度
の

分
析
が

研

究
封
象
と

な
る

｡

マ

ル

ク

ス

主
義
理

論
に

よ
る

研

究
は

､

.
マ

ル

サ

女

人
口

論
的

解
繹
に

よ

る

支

部
農
村
過

剰
人
口

論
を
ブ

ル

ジ

ョ

ア

理

論
と

罵
倒
し
て

､

土

地

所
有
関

係
､

階
級
関

係
を

忘
れ
て

ゐ

る

こ

と

を

指
摘
し

､

土

地

私
有
制
慶
の

下

に

於
て

は
､

土

地

を

持
た

な
い

小
作
人
は

搾
取

菖

れ
て

生

活
が
苦
し
い

こ

と

を

力
説
す
る

｡

斯

く
て

土

地

条
併

､

農
村
に

於
け
る

階
級
分
此

､

農
村
高
利
貸
が
主

要
な

研

究
封
象
と

な

る
｡

更
に

又
､

帝
国

主

義

も
研

究
の

封

象
で

あ

ぺ

列

強
の

資
本
が

牛
植
民
地

た
る

支
部
に

入
り
こ

ん
で

植
民
地

的

搾
取

を

返
し

う

す
る

こ

と

を

暴
蕎
す
る

｡

支

那
農
業
に

封
す
る

マ
･
ル

ク

ス

主

義
的

l

解
繹
は

主

と

し
て

リ

グ
ィ

エ

ツ

ト
･

ロ

シ

ア

人
に

よ
つ

て

行
は

れ
､

マ

ル

サ

ス

人
口

論
的

解
繹
は

米
英
人
に

よ
つ

て

な

さ

れ
て

ゐ
る

｡

マ

ル

ク

ス

主

泰
的

解
滞
ほ

最
初
か

ち

政

治
的

目

的

を

含
め
て

ゐ
る

か

ら

公
式
を

露
骨
に

現

は

L
て

ゐ
を

の

に

封
し
て

､

米

英
人
の

支
部

農
業

研

究
の

方
港
は

箕
啓
的
で

あ
つ

て

理

論
を

表

面

に

は

出
さ

な
い

が
､

そ
の

資
料
の

整
理

方
港
や

結
論
を

見
る

と

明
か

佗
マ

ル

サ

ス

人
口

珪

論
に

立

脚
し
て

ゐ
る

｡

但
し

､

ソ

ダ
イ

エ

ッ

ト
･

ロ

シ

ア

人
の

支
部

農
業
研

究
の

放
て

が
す

ル

ク

ス

主
義
的
で

あ
る

と
い

ふ

澤
で

は

な

く
､

例
へ

ぼ

東

姦
道
経
済

調

撃
局

員
ヤ

シ

ー
.

ノ

フ

著
｢

北

浦

洲
支
那

農
民

経
済
+

(

満

票
憲
音

､

昭

和

四

年

刊

芸
如
き

は
マ

ル

ク

ス

主

義

的

色

彩
は
.

全

く
無
く

､

寧
ろ

米

英
人
の

マ

ル

サ

ス

人
口

論
的

研

究
に

近
い

研

究
方

港
で

あ
る

｡

他
方
に

於
て

米

英
例
の

支

部
農
業
研

究
の

絶
て

が
マ

ル

サ

ス

人
t

論
的

苧
と

い

ふ

澤
で

は

無
い

｡

米

英
例
の

支

部
農
業
研

究
は

主

と
L

て

太

平

洋
問
題
調
査

合

音
賢
喜
｡

岩
学

監
-

○

牢
巳

邑
つ

邑

を

通
じ

て

な
さ

れ
て

ゐ
る

が
､

此

調
査

脅
の

援
助
に

r
つ

て

出

奔
上
つ

た

支
部

農
業
研

究
の

大
部
分
は
マ

ル

サ

ス
.
人

支

都

農
菓

研

究
の

赦

型

.

7 3



47

一

･
痛

論

叢

弟
十

巻

第
一

浜

口

論
的

研

究
で

挙
る

け

れ

ど
､

も
､

稀
に

は

ウ
ィ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ゲ

ル

の

支

部
農
村
社
食
研

究
の

如
き

純
然
た

る

マ

ル

ク

ス

主
義
的

研

究
も

あ

る
｡

以

上
の

如

き

例
外
は

あ

る

が
､

併
し

大

局
的
に

見
て

､

ソ

ダ
イ

エ

ッ

ト
･

ロ

シ

ア

の

支
部
農
業
研

究
は
マ

ル

ク

ス

主
義
的
で

あ

り
､

米

昇
側
の

盲

都
農
業
研

究
は
マ

ル

サ

ス

人
口

論
に

立

脚
L

て

ゐ

る

と

言
ふ

こ

と
が

出

奔
る

｡

支

部
人
自
身
の

自
国

農
業
研

究
は

右
の

土
つ
■
の

研

究
方
港
に

指
導
さ

れ
て

な
さ

れ
た

も
の

で

あ
つ

て
､

未
だ

礪
自
の

理

論
を

築
く
迄
に

は

至
つ

て

ゐ

な

い
｡

日

本
側
の

支
部
農
業
研

蔑

も

後
(

五
)

に

述
べ

る

如

く
､

貿
態
調
査
は

澤
山

あ
る

が

理

論
的

根
接
に

到
つ

て

は

右

の

二

つ

を

出
で

な
い

｡

た
ゞ

最
近
に

到
つ

て

日

本
を

盟

主
と

す
る

東
亜

共
柴
圏
建
設
の

課
題
が

生

じ

た
の

で
､

建
設
的

原
理

を

梯
て

て

進

む

気
避
が

津
つ

て

発
た

｡

〓

支
邦
人
自
身
ほ

よ

る

研
究
り

螢

展

支
部
に

於
て

近

代
的

な

方
港
を
以

て

農
業
問
題
研

究
が

開
始
さ

れ

た
の

は

∵
九

丁
九

年
の

五
･

四

遥
動
以

後
の

こ

と
で

あ

る
｡

此

連
動

を

契
機
と

し
て

新
文
化
違

動
が

聾
哀
し

､

新
祀
倉
科
箪
が

勃
興
⊥

た
が

､

農
業
問
題
研

究
も

斯
る

環
境
の

中
か

ら

生

れ

た

の

で
′

あ
る
9

併

●

L

そ

れ
が

切

箕
な

る

問
題
と
し

て

取

上

げ

ら

れ
る

に

至
つ

た

の

は
二

九

二

五

-
二

七

年
の

国

民
革
命
斯
に

於
て

で

あ

る
｡

国

民
軍
命
軍
が

北

伐
に

成

功
し

､

一

九

二

七

年
四

月
､

武
農
政

府
が

成
立

L
､

次
い

で

農
業
革
命
の

断
行
が

問
題
と

な

り
､

そ
の

た

め

に

土

地

所
有
関
係

の

調
査

､

研

究
が

必

要
と

な

り
､

多
く
の

定
額
刊
行
物
が

農
業
問
題
を

取

扱
ふ

や
う

佗

な
つ

た
｡

昔
時

､

農
業
経
済
に

関
す

る

調
査

は

極

め

て

乏
L

く
､

利
用
L
得
る

資
料
と
L

て

は

｢

北

京
政

府

農
商
都
統
計
+

ぐ
ら

ひ

の

も
の

で

あ
つ

た
｡

之
も
甚
だ

杜
撰
な

も
の

で

信
頼
出

奔
な

い

が
､

併
L

唯

芸
事

耕
り

と

し

て

賛
く
利
用
せ

ら

れ

充
｡

.
例
へ

ぼ
一

九

二

七

年
､

常
時
の

武
漢
国

民

政

府
農
属
部
長
渾
平
山
が

武

7 4
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漠
政

窄
工

地

垂

見
合
に

報
骨
し

た

｢

農
民

階
級
別

土

地

所
有
統
計
+

も
農
商
都
統
計
の

焼
直
ト

に

過

ぎ

な

か

つ

た
｡

そ
の

他
に

は

外
国

人
の

行
っ

た

箕

整
調
査

が

二

三
存
在
す
る

に

普
つ

た
｡

禦
ぼ

､

一

九
二

1

↑
二

三

年
の

間
に

バ

ッ

ク

教
授
は

金

陵
大
挙

曇
院
の

畢
生

を

指
導
し
て

安
徽
省
蕪
湖

､

電
隷

蓋
皿

山
の

農
家
調
査

を
行

竺
J

･

P

穿
打

盲
賢
妻

)

】

已

…
巨

…
e

を
警

羞
1

喜
喜
喜
昌
鷲

弓

き
旨

ノ

を
一

軍
J
･

P

野
草

旨

冒
}

喜
i

…
邑

苧

を

誓
言
1

皇

-

富

野
屈

-

碧
邑
芦

ぎ
草
昏

巨

冒
ま

罠
夕

音
声

-

藁
こ

叉
､

完

完
1

完
年
に

濾
江

大
畢

の

カ

ル

プ

教
授
は

畢
生

と

共
に

贋
東
省

鳳
凰
村
の

六

戸
五

十

農
家
を

調
査

し
(

甲

声

賢
】

勺

盲
邑
ユ

ニ
+

i

芝
口

警
-

言
-
】

ぎ
学
芸
票

∑
(
)

粥

?
已

署
已

i

芦
葛

軍

書
多
野

清
一

､

及

川

宏

墓
､

南

嘉
の

村
落

豊
伯

､

昭

和

芸
年
)

､

又

完
二

二

年
に

は
､

マ

ロ

ン

と
テ

ー

ラ

1

は

九

大

峯
の

六

工
人
の

畢
生

と

共
に

､

五

省
に

亙

る

二

百

四
十

村
を

調
査

し

た

へ

夢
-

亀
､

P

甲

邑
一

首
-

e
H

､

J
･

声

∴
コ
岩

誓

書
っ

を
ー
ー

i

壷

昌
弓
巴

冒
冒

-

睾
-

選
｡

併
し

乍
ら

､

支

那
人
自
身
の

手
に

成
る

軍
態
調
査
は

嘗
時
殆
ん

ど

行
は

れ

な
か
つ

芸
で

雪
｡

之
が

行
は

れ
る

に

到
つ

た
の

は
､

票
政

府
が

漸
く
そ
の

基

警
堅

め

竺
九

二

八

年
以

後
の

こ

と
で

あ
る

｡

-

そ
の

柴

野
と

し
て

は
､

国
立

中

央
研

究
院
社
食
科
皐
研
究

所

塞
げ

な

け
れ

ぼ

な

ら

な
い

｡

言
二

元
年
同

研

究

所
に

於
て

陳

窒
は

､

貿

態
調
査
で

は

な
い

が
､

既
存
の

資
料

牢
整

理

し
て

｢

黒
龍
江

流

域
的

農
民
輿

望
+

姦
衰
L

､

硬
い

て

】

九
二

九
･

】

九

三
年
の

両

度
に

雷
ノ

､

江

蘇
省

無

鍵
農
村
の

箕

琴
調
査

を

指
導
し

た
｡

陳

窒
は

現

在

豪
に

於
け

る

農
村

問
題
研

究
の

竺
人

音
と

さ

れ

て

ゐ

る

が
､

そ

の

主
著
と
t

て

は

英
文
で

発

衰
さ

れ

た

2

冨
亀

有
寛

ぎ

冒
冨
ゴ

喜
F

阜
-

軍
が

挙
る

｡

こ

れ

は
一

九
三

三

年
八

月
､

･
カ

ナ

ダ

の

パ

ン

フ

蒜
催
さ

れ

蛋
高
太

平
洋
合
議
の

誓
書
と

し

て

書
か

れ

賃
筈
あ

り
､

陳
氏
が

豊
中

央
研

究
院

革
曾

料
率
研

究
所
で

指
導
し

卑
人

芸
協
力
の

↑

に

出

奔
上
つ

食

も
の

で

雪
｡

英
外
に

A
囁

邑
盲

晋
b

首
言

苦
言
毒
畳

表
都

農
凛
研

究
の

商
魂
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｢

67

一

檜

酔

夢

ノ
昇
十

巻

第
一

級

○
廿

i

冒

こ
器
戸

及

E
星
邑

〔

音

量

邑
芦

i

･

蓋

昌
雷
琶
㌢

ぎ
A

賢
者
已

臣

ニ
L

i

蔓
F

茎

㌻
書
E
ロ

霊
ぎ
訂

害

g
.

苧

旨
三
軍
等
が

あ

る
｡

陳
氏
が

豪
農
業

寧
済
研

究
に

輿
へ

た

影

響
は

頗
る

大
で

雷
ツ

､

今
日

嘉
の

農

蓋
仙

済
研

究
者
た

ち

は

直
接

或
は

間
凄
忙

､

又

大
な

夢
小

な
り

陳
氏
の

感
化
影
響
を

受

け
て

ゐ
る

と

言
ふ

も

彗
口

で

な
い

と
さ

れ
て

ゐ

る
｡

他

雷
於
て

園

芸
府
の

農
村
復
興
政

策
は

嘉
農
業
研

究
に

完
進

誓
警
た

｡

打

苧
水

書
､

世

歪
慌
等
に

よ

斗

真
部

農

村
経
済
は

妄
打

警
衰
少

､

漸
く
基

礎
を

堅
め
か

け

た

園

民
政

府
を

勤
拝
さ

せ

る

有
様

と

彗
た

｡

加
之

､

中

国
共
産

薫
が

農
村

霊

に

乗
出

し

芸
で

､

国

軍
政

府
は

封
共
産
薫
政

策
と

ト
て

も

農
村
復
興
に

雫
ノ

出

さ

ざ

る

を

得

革
く

至
汽

貿
政

府
は

言
二

元
年

全
国

建
設

警
碁

､

言
二

元
年

全
国

葦
委

碁
､

】

真
二

年
水

炎
委

長
曾

を

創

設
ト

､

農
村
復

興
に

乗
出

し

た

が
､

後
に

之
等
は

野
合

さ

れ
て

重
囲

嘩
所

要

鼻
骨

二

九

≡
年

十
一

月
設
⊥

虹
〉

の
∴

部
と

至
た

｡

之
と

並

行
ト
て

∵

些
二

妄
四

月
に

軍
業

部
内
に

中

央

農
業

箕
験
斯
が

組
織
さ

れ
､

叉

∵

些
二

三

年
五

月
に

は

行
政

院
内
に

農
村
復

興
恭

貢
禽
が

琵
置
さ

れ

た
｡

其
結
果

､

中

央

農
業

箕
験
斯
農

菓
経
済
科
が

妄
二

三

年

盲
よ

り

刊
行
せ

る

｢

農
情
報
普
+

や
､

農
村
復
興
委

暑
が

妄
二

三

年
中

蒜
江

､

江

蘇
､

河

南
､

駅
西

､

東
西

､

雲
南
の

六

省
に

警
行
つ

た

農
村
調
査
の

如

き

有
力
な

資
料
が

糾

蒸
上
つ

た
｡

之
等
の

調
査
に

は

新

準
畢

徒
が

多
く
参
加
し
て

居

る
｡

更
に

妄
二

四

年
八

月

組

警
れ

孝
全

国

孟
誓

暮

墓
園

経
済
委

巷
､

財
政

部
､

内
政

部
の

三

機
関
よ

平
成

斗

三

千

飴
名

の

詞

書
盲
動

口

号

毒
草
の

日

子

を

資
し
て

孟
調
査

を

行
つ

た

が
､

共
成
具
は

｢

重

囲

土

地

調
査

琴
青
桐
要
+

(

民

撃

至
ハ

年

言

刊
)

と
な

つ

て

公
刊
さ

れ

た
｡

之
等
の

若
諸

機
関
と

並

ん
で

各
大

挙
､

専
門
畢

校
､

一

研

究
機
関
も
盛
ん
に

農
村

憲
調
春

雷
行
つ

た
｡

そ
の

最

や
大

規

警
の

竺

ッ

ク

の

措
導
せ

る

金

陵

奉
畢
の

調
査
で

雪
て

Ⅰ

邑
P
-
i

-

i

賢
○

ロ

i

邑
E

星

こ

発
と

彗
て

現

れ

た
｡

之
等
の

調
査

は

主

竺
九
三

7 6



三
､

三

四
年
か

ら
一

九

三
. 七

年
の

廟
に

な

さ

れ

た

も
の

で

あ
る

｡

斯
く
て

支
部
事
欒
前
四

､

五

年
の

間
に

支

部

農
村
調
査
に

関
す
る

資
料

は

急
遽
紅

増
加
し

た
｡

漸
く
資
料
が

豊
富
に

な
つ

た

支
部

農
業
経
済
畢

界
娃

､

次
に

は

方

迭
論
上
の

問
題
を

検

討
す
べ

き

段
階
に

入
つ

た
｡

そ
の

方

港
論
上
の

同
鳳

と
は

､

申
圃

農
村
祀
脅
経

済
の

性
質

､

老
の

現

段
階
及

び

そ
の

研

究
封
象
如

何
の

問
題
で

あ

る
｡

こ

の

間
題
を

め

ぐ
り

､

∴
二

っ

の

蓼

涜
の

間
に

論
戦
が

行
は

れ
た

■
が

､

此

論
季
は

｢

中
国

農
村
社
食
性
質
論
戦
+

と

し
て

知
ら

れ
て

ゐ

る
｡

此

論
戦
は

一

九

三

五

年
初
頭
よ

り

開
始
さ

れ

た

も
の

で

あ

る
｡

此

論
戦
の

論
鮎
は

､

中

国

農
村
社
食
の

現

段
階
を

規

定
す
る

に

常
り

､

A

の

論
者
は

牛
封

建
的
で

あ

る

と

な

す

托

封
し

､

B

の

論
者
は

資
本
主
義
的

で

あ

る

と

な

す
の

が

第
一

の

論
鮎
で

あ

り
､

次
に

農
村
怒
涛
研

究
の

主
要
封
象
は

如

何
と
い

ふ

周

題
健

闘
し

A

は

生

産

関
係
に

あ

り

と

な

す
に

封
し
B

は

雀

産
力
に

あ

り

と

滋

す
の

で

あ
る

｡

而
し

て

A

の

論
者
は

土

地

問
題
の

重

要
性
を

カ
貌
す
る

把

暫
し

､

丑

の

論
者
は

土
地

問
題
は

一

九
二

五

-
二

七

年
の

国

民
革
命
に

於
て

或
程

度
解
汲
さ

れ

た

か

ら

問
題
は

資
本
の

.
多

少

に

あ

る

と

結
論
し

た
｡

此

論
争
は

既
に

国

民
軍
命

昔
時
か

ら

更
に

一

般
的

な

形
に

於
て

論
ぜ

ら

れ
て

ゐ

た
の

で

あ
つ

て
､

▼
｢

中
囲

虻
合
兜

･

的

論
戦
+

と
辞
せ

ら

れ
､

一

九

二

八

年
よ
り
二

二

四

年
頃

迄
行
は

れ

た
の

で

あ

る
｡

そ
の

論
鮎
は

､

一

入

四
〇

年
の

鵡
片
哉
季
以

釆
の

帝
国

主
義
下
の

支
部
ほ

抑
モ

如
何
な

る

性
質
の

虹
禽
な

り
や

､

如

何
な

る

段
階
の

祀
合
な

り

や

と
い

ふ

社
食
変

､

経

済
史
上
の

方

津
論
的

問
題

で

あ
つ

た
｡

と
の

問
題
が

更
に

具
硬
化
し

て

中

国

農
村
杜
合
性
質
論
季
と

な
つ

た

の

で

あ
る

｡

以

上

の

如

く
､

支
部
農
業
研

究
は

支

部
革
命
の

一

産
物
で

あ
る

｡

支
部
革
命
に

は
ソ

ダ
イ

エ

サ

ト
･

ロ

シ

ア

か

ら

多
く
の

人
物
が

乗
込

ん

で

葺
策
措
導
し

た

が
､

そ
の

影
響
は

農
業
研

究
に

も
明
か

に

窺
ふ

こ

と
が

出

奔
る

｡

支
那

顛
進
畢

徒
の

支
那

農
業
研

究
が

如
何
に

多

く

77

マ

ル

ク

ス

主
義
の

影

警
受

け

て

ゐ

る

か

は
､

彼
等
の

論
文
著
者

里
属
す

れ
ぼ
■
層
ぅ
に

知
る

与
と

が

出

席

毛
第

一

攻
世

界
大

戦
後
か

項

溺

鹿
茸
研

究
甥

周
惑

77



｢
‾ ‾

一

際

計

算
■
第
十

巻

昇
一

酷

円

ら

清
洲
専

攣
肌

迄
の

日

本
の

思
想
界
が
マ

ル

ク

ス

主
義
の

影
響
を

艶
く
受

け
て

み

た
の

と

同

株
に

､

女
難
鼻
音
抄

支
瓢
農
業
肝

先
は

マ

ル

柊

ク

ス

主

義
の

公
式
論
が

横
行
し

た
｡

三

マ

ル

ク

ス

主
義
的
研
究

.
支

部
農
業
に

封
す
る

マ

ル

ク

ス

主
義
的

研

究
の

代
表

的

著
作
と

し
て

は
ウ
ィ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ゲ

ル

の

諸
著
と
マ

ヂ
ア

ー

ル

の

｢

支
部

農
業

･

経
済
+

で

あ

ら

う
｡

■
ゥ
ィ

､ツ

ト

フ

ォ

ー

ゲ
ル

の

研

究
は

､

支

部
農
村
社
食
の

歴

史
的

研

免
で

あ
つ

て
､

現

状
の

分
析
で

は

な
い

が
､

支

那
四
千

年
の

歴

史
を

唯
物
思

敬
の

公
式
を

以
て

一

貫
せ

る

極

め
て

大

規
模
な

構
想
で

あ

る
｡

ウ
ィ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ゲ

ル

が

支

部
祀
倉
を

分
析
せ

ん

と

す
る

企
画
ほ

一

九
一

九

年
(

二

十
二

歳
､

ベ

ル

リ

ン

大

層

衣
拳
中
)

に

遡
る

｡

彼
は

支

部
の

経
済
的

聾
蓮
及
び

社
食
紀

を

決
定

し

た

基

礎
的

要
因
を

探
求
し

｢

支
部
経

済
史
の

基

礎
的

諸
問
題
+

(

一

九
二

六

年
)

に

於
て

方

法
論
的

基

礎
問
題
を

概
説
L

､

｢

支
部
農
業
の

諸
前
提
と

基

本

語
要
素
+

(

一

九
二

九

年
)

に

於
て

ワ

グ

ナ

1

の

｢

支
部

農
業
+

を

分
析
批
判
七

､

一

九
二

六

年
か

ら
一

九

三

四
-
+

二

五

年
に

至
る

問
の

調
査

は

主
と

L
て

支
部
の

社

食
･

経
済

機
構
に

闘
聯
し

た

も
の

で

あ

つ

た

が
､

そ
の

成

果
は

主
著

｢

支
部
の

経
済
と

敢
倉
+

(

声

A
･

弓
i

邑
品

♀

弓
i

ユ

琵

訂
富

戸
口
包

血

盟
已
-

岩
}
-

監
オ

Q

已
口

蓋

七
雪
冒

さ

告
1

+

司
i

琵
①

監
旨
監
t
-

i

旨
昏

A

冒
r

-

笥
¢

乱

鴬
づ

笥
忌
冨
日

豊
㌻
正

芳
F
¢

ロ

A

甲
賀
鷲
蒜
〓

邑
】

監
汁
.
-

b

首
已
粥

-

器
-

･

卒

周

義
大

潮
監

層
｢

解

捜
過

程
に

あ
る

支

那
の

経
済
と

敢
曾

+

)

と

し
て

現

れ

た
｡

ウ
ィ

ッ

ト

ク
ォ

ー

タ
ル

夫
妻
は

太

平
洋
問
題
調
査

倉
の

重

爆
に

よ

少
､

一

九

三

五

年
か

ら
一

九
三

七

年
に

か

け
て

三

年
間
支
部
に

渡
少

､

安
部
の

祀
倉
経
済
史
に

関
す
る

原
配

料
を

蒐
集
･･

峯
理

し
､

そ

れ
と

同

時
に

北

支
･

中
支

･

南
支
に

亘
つ

.
て

直
接
に

敬
察
し

､

又

各
大

挙



q
U

7

の

協
力

簸
て

震
聖
賢
し

穿
た

二
九
三

墓
十

言

葉
後
の

卦

雷

撃
と

し
.て

｢

露
的

皆
の

珪

哲
を

告
し

､

●

東
洋
的

馨
(

特

蔓
都
)

の

基

本
的

特
徴
を

､

そ

の

経

済
構
造
の

科

荒
分
析
か

ら

出

警
て

解
明
し

､

嘉
誓

の

｢

停
滞
+

の

諸
形

警
諸
原

因
を

説
明

し

た
｡

ウ
ィ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ゲ
ル

臥
マ

ル

ク

ス

の

｢

ア

ジ

ア

的
生

零
式
+

論

姦
用

に

近
い

程
に

到

る

所
で

使
用

し

て

ゐ

る

が
､

彼
等
の

｢

ア

ジ

ア

的
+

誉
概

念
は

我

昌
庫
人
の

考
へ

る

｢

ア

ジ

ア

的
+

と

は

か

な

り

相
違
せ

る

も
の

で

あ

る
｡

マ

ル

ク

ス

及
エ

ン

ゲ

ル

ス

の

考
へ

写
ジ

ア

と

は

東

讐
急
事
ろ

西

讐
あ
つ

て
､

印
度
以

西
の

諸
地

域
で

雪
｡

ウ
ィ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ゲ

ル

は

之
に

支

警
加
へ

宗
､

是
は

■ア

ジ

ア

的
の

範
疇
に

入

れ

な
い

b

日

本

を

除
外
し

た
ア

ジ

ア

と

品
孟
何

雪
濠
昧

が

空
か

｡

又
､

盲

代
に

於
て

高

妄
明
に

達
せ

る

印

度
や

嘉
を

｢

ア

ジ

ア

的
+

と

呼
ん
で

膏
文
明
の

遺
物
の

如
く
考
へ

る

の

は

近

世
の

欧
洲
文
明

芸

心

に

し

た

考
へ

方
で

あ
つ

て
､

ア

ジ

ア

に

封
す
る

大
な

る

冒
済

皇
昆
ね

ぼ

な

ら
ぬ

｡

等
し

く
マ

ル

ク

ス

主
養
的

方

法

至
る

と

は
い

へ

､

ウ
ィ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ゲ
ル

の

豪
農
業
研

究
が

専
ら
麻

哀
的

研

究
で

雪
の

に

封
し

て
､

マ

ヂ
ヤ

ー

ル

の

茎
都

農
業
研

究

量
ら

現

状
の

分
析
に

憲
が

置
か

れ
て

雪
｡

マ

ジ

7
ル

の

豪
農
業
経

済
論

〈

≡
葺
軍

穿
つ

冒
ヨ
芹
p

琶
百

賢
品

芸
F
亡

妻
1

賢

…
朴

訂
声

竺
聖
九

…
年

､

早
川

二

郎
署

｢

支

周
の

農
業

経

済
-

昭

和

十
一

年
)

は

五

縮
か

ら

成

り
､

竺
雨

笠
都

農
業
の

自
然
的

基

礎
と

も
言
ふ

べ

き

部
分

最
扱
つ

て

居
り

､

水
(

震
}

の

意

義
の

重
大
な

る

こ

と

や

耕
地

の

狭

小

雪
白
然
的

僕
件
等

嘉
じ
て

居
る

｡

又

嘉
に

警
る

諸
統

計
の

信
用
し

難
い

こ

と

墓
弄
し
て

､

単

品
計
資
料
の

み
か

ら

判
断

す
る

こ

と
の

危

険

主
張
し

理

論
的

覧
の

必

誓
説
く

｡

第
二

絹

隻
郭
に

苦
る

土

地

所
有
形

讐
取

警
､

土

地

集
中

晶
題
と

L
て

居
る

｡

竺
編
は

農
村
に

苦
る

階
級
分

讐
取

扱

宗
純
農
の

数
の

多
い

こ

と
､

彼
等
の

飢
餓
的

水

準
の

生

豊
彦

最
小

て

居

る
｡

第
四

解
は

豪
農
村
に

於
け

る

高

利
貸
及

商

業
資
本
が

論
ぜ

ら

れ
て

居
る

｡

第

轟
は

列

国
の

帝

聖
警
嘉

の

産
業
資
本
が

長

支
部

農
業

研

究
の

類

型

7 ウ



｢

細

】

橋

論

叢

簾
十

巻

第
一

墟

登
村

晶
へ

窟
響

最
扱
つ

て

ゐ
る

｡

警
莞

､

羞
望

霧
､

豪

空
漠
的

織
物

業
の

護
等
が

論
ぜ

ら

れ
て

ゐ
る

､

又

貫

頚
木

と

優
秀

撃
循
紅

よ

る

新
式
の

煙

草
栽
埼
が
太

秦
の

嘉
の

煙
草
栽
培
者

毒
境
に

陥
れ

警
と

を

説
く

｡

蓑
の

新

著
鋭
の

麿

蜜
徒
に

輿
へ

雪
ル

ク

ス

主
義
の

影
響
は

深
甚

富
も
の

が

あ
つ

警
と

は
､

彼
等
の

弊
仲

基
掌
れ

ば

票
る

｡

例
へ

ぼ

｢

中

屋
村

岡
題
+

(

A

邑
ぎ

2
星

-

A

誓
岩
-

慧
音
声
呂

賢
蔓
こ

買

…
-

計
器

A

き
払

音
量
見
･

邑

冒
蔓
毘

す

菅
野
霊

星
空

賢
=
J
e

誉

蔓
草

H

監
打

各
○

表
さ
宣
旨
昌

昌
0

邑
…
夢

太

平

洋

問
題

霊
嘉

､

若
俊
郎
渾
｢

中

歯
農
村

憫
題
+

昭

和

十
五

焉
)

に

収
録
さ

れ

た

諸

論
文

鼻
れ

ぼ
､

そ
の

間
題
の

選
び

方
､

資
料
の

整
理

方
港

､

蓋
の

形

式
等
が

如

何
に

マ

ル

ク

ス

量
的
で

雪
か

農
号
で

雪
う

｡

彼
等
の

好
箇
の

題
材

簑
都
農
村
に

於

望
孟
砦
開
係
の

分

析
､

階
級

完
の

分
析

､

琴

賞
の

分
析

､

高
利
貸
の

開

署
で

雪
が

､

盲
極
め
て

霊
的

研

究
の

如

く
見
え

て

雷
マ

ル

ク

呈

義
の

公
式
に

至

芸
よ

う

と
ト

て

葺
墨
め

蓋
空
所

が

少

く
な

い
｡

例
へ

ぼ
､

何

彗
著

､

中

西

功
､

小
泉

賛
繹
｢

嘉
の

雷

横
棒
+

■

蓋
琴

昭

和
十

五

年

…
い

ふ

書
物

窒
盗
も
廣
く

誉
れ
て

ゐ

る

と

点
は

れ
る

が
､

そ
の

中
に

は

｢

嘉
に

苦
る

可

耕
地

完
部
分

造
主
の

手

中
に

集
中
さ

れ
､

嘉
農
民
の

少

く
と

も
四

分
の

三

豊
讐
全

霊
震
い

か
､

土

地

の

極

く
砂
い

責

で

雪
+

｡

又
､

｢

孟
集
中
の

程
度
は

黄
土

葛
と

水
田

地

警
で

は

異
る

｡

宗
､

表
的
に

は

次
の

や
う

芸
へ

る
､

警
栗
口

の

壷
に

過

ぎ

な
小

笠
盾
に

撃
る

入

違

嘉
鞄
の

七

割
を

占

有
し

､

芙
口

の

九

創

芸
む
る

量
(

中

農
､

貧
農

､

雇
農
を

含

む
)

は

僅
か

聖
廟
の

土

地
し
か

持
つ

て

ゐ

な
い
+

(

同

彗
二

⊥
三

貴
)

と

書
い

て

あ

る
｡

を
呈
議
論
は

拾

品
せ

ぼ

警
で

も

列

掌
る

こ

と
が

出

雪
が

､

代
表

的

雷
の

と

L

て

こ

空
っ

を

掲
げ
て

漂
う

蒜
る

議

菅
嘗
と

､

嘉
男
た

は

少

警
歪
書
多

嘗
小

農
及
び

傍
点

磨
プ

ロ

妄
ツ

ア

ー

ト
)

が

翌
↓

去
る

嘗
感

じ



を

輿
へ

る
｡

併
し

之
は

誇
張
せ

る

議
論
で

濁
る

｡

な
る

ほ

ど

大
都
骨
附
近
の

農
村
に

於
て

は
､

自
作
農
が

没
落
し
て

小
作
農
と
な

斗

そ

れ
だ

け

耕
地
が

地

主
に

集
中

す
る

傾

向
は

認
め

ら

れ
る

が
､

そ
の

速

度
は

一

部
の

文

厳
に

誇
大
に

倖
へ

ら

れ

る

程
に

急
激

夜
も
の

で

は

な

く

極
め
て

綬
浸
で

あ
つ

て
､

全

般
的

に

観
察
す
か

な

ら

ば

未
だ

自
作

農
が

多
く

階
級
分
此
は

そ

れ

ほ

ど

著
し

く
は

な
い

｡

そ
の

澄
明

は

他

の

横
倉
に

述
べ

た

か

ら

女
に

接

線

返
し

を

避
け
よ

う

重
義
科

大

草

霊
経
済
研

究

所

編
｢

霊
経

済
研

究

年

報
+

竺
輯
所

軌
拙
稿
｢

豪
農

彙
の

基
本
的
難
闇
+

及

故

上

田

貞
次

郎
博
士

記

念
論
文

集
所

載
拙
稿

｢

支

部

農
民

■
搾
取
の

眞
俸
+

)

｡

マ

ル

ク

入

主
義
的

尊

者
が

好
ん
で

例
に

上

る

廣

東
省
は

､

小
作
地
の

割
合
が

最
も

高
い

省
で

あ
つ

て
､

杢

耕
地
の

う

ち

七

七

%
が

小

作
地

で

あ

る

が
､

之
は

極
端
忽

例
で

あ
つ

て
､

斯
る

特
殊
な

地

方
の

み

を

以
て

は
､

あ

の

東
大
な

支

部
農
村
全

般
に

封
す
る

認
識
を

誤
ら

せ

る
バ

少

く
と

も

揚
子

江
以

北
の

農
村
に

就
て

は

僧

親
分
牝
を

強
調
す
る

こ

と

は

専
寛
を
否

め

た

議
論
と

言
は

ね

ぼ

な

ら

な
い

｡

衆
に

支

部
農
民
の

生

活
程
度
の

措
焉
に

つ

い

て

鴨
､

誇
張
せ
■
る

議
論
が

多
い

｡

支
部

農
民
は

搾
取

さ

れ
て

極

め
て

悲

惨
な

生

缶
状
態
収

あ

を

と

倖
へ

ら

れ
て

ゐ

る
｡

例
へ

ぼ
マ

ヂ
ヤ

ー

ル

は

共
著
｢

支
部
農
業
経
済
+

に

於
て

各
種
の

統
計
的

数
字
か

ら

結
論
を

出

し
て

｢

絶
家

族
数
取

入
二
･

五

%
は

飢
餓
的

最
少

限

以

下
で

生

冷
し
て

ゐ

る
+

高
書

邦
謬
三

四

八

き

と

書
い

て

居
る

｡

併
し

乍
ら

､

■
支

部
慶
長
の

大

部
が
‥
｢

飢
餓
的

最
少

限

以

下
の

生

括
を

し
て

ゐ

る
+

と
い

ふ

こ

と

は

大
い

に

警
戒
し
っ

つ

判
断
し

な

け

れ

ぽ

な

ち

な
い

｡

支
部
の

農
村
生

活
が

そ

ん

な

に

悲
惨
な

も
の

な

ら

ぼ
､

農
民
は

条
章
不
良
ぽ

か

り
で

人
口

も

減
少
し

て

L

ま
ふ

で

あ

ら

う
べ

併
L

亭
箕
は

そ

う

で

な
■い

所

を

見
る

と
､

見
直
す

必

要
が

あ

る

こ

と

を

首
肯
L

得
る

で

あ

ら

う
｡

支

部
農
民
の

衣
服
は

真
に

粗
末
で

る
つ

て
､

日

本
の

乞
食
の

様
な
の

が

多
い

｡

そ
の

た

め

灯
+

見
す

れ

ぼ

如
何
に

も

惨
め

な

生

活
の

如

き

感
を

輿
へ

る
｡

併
し

立

入
つ

て

観
､

察
す

る

と
､

支

部
の

農
兵
の

生

括

8 1

は

外

勒
よ

り

は

為
に

豊
富
で

あ
㌃
｡

治
安
や

都
税
秒

関
係
か

ら

貧
乏

を

巷
ふ

必

要
が

あ

る

の

で

計

ら

う
｡

支
部
人
は

隙

革
の

天
才
で

あ
つ

支
部

農
凛
研

究
の

類

型

β



一

檜

弥

漫

第
十

巻

昇
一

敗

軍
て
､

金
や

物
針

色

芸
所
に

隠
蔽
し

て

あ

る

か

ら

外
観
よ

り

は

物
持
ち

ア
あ

る
｡

家
屋
や

衣
服

.の

粗
末
な

鮎
･
か

ら

嘗
に

彼
等
の

生

静
の

ぬ

′

仝

内
容
を

判
断
す

る

の

は

嘗
ら

な
い

｡

食
物
に

L

て

も
支

部
農
民
の

食
物
は

な

か

な

か

資
質
的
で

あ

る
｡

ど

ん
な

部
分
で

も
無

駄
な

く
食

ひ

暮
す

｡

･
そ

れ

は

支

部
斜
埋

を

想
起
す

れ

ぼ
わ

か

る
.
こ

と
で

あ

る
｡

皮
や

臓
腑
ま
で

も

残
す

所
な

く
料
理

し

て

し

ま
ふ

か

ら
､

安
い

食
費

の

割
に

は

柴
蚕
あ

る

食
事
を

と
.

る

こ

と
が

出

席
る

琴
で

あ
る

｡

支

部
農
民
の

食

物
の

中

に

含
ま

れ

る

カ

ロ

廿

-

の

量
ほ

西

洋
の

甥
働
者
の

横
取

す

る

カ

け

り

ー

よ

り

も
多
い

こ

と
が
バ

ッ

ク

の

調
査

に

よ
.
つ

て

箕
覆
さ

れ
て

ゐ

る
｡

肉
食
を

主
と

す
る

欧
米

人
か

ら

見
る

と

菜
食
の

支

那
農
民
の

食
物
は

非
常

に

粗
悪
の

如
く
考
へ

ち

れ
る

で

あ

ら

う
｡

彼
等
は

動
物

性
の

脂

肪
や

蛋
白
質
で

な
い

と

巣
養
傾
が

充
分
で

な
い

と

考
へ

■
て

ゐ

る
｡

併
し

数
千

年
茶
菓
食
を

習
慣
と

す
る

支

部
農
民
に

と
つ

て

は
､

胡
麻
油
と
豆

腐
か
.

ら

で

も
脂
肪
と

蛋
白
質

望
止

溌
に

療

取

出

葬
る
.
の

で

あ
る

｡

此

酪
は

日

本
の

農
民

も

同

様
で

あ
つ

て
､

寧
ろ

菜
食
の

農
民
の

方
が

肉
食
の

都
合
人
よ

力

も
鰻
力
が

強
い

有
様
で

参
る

｡

生

活

様
式
の

相
違
す
る

欧
米
人
か

ら

見
れ

ぼ

牛
動

物
的

と

も

見
え

る

生

活
も

資
質
に

立

入
つ

て

見
れ
ぼ

な

か

な

か

豊

富
な

鮎
が

あ

㌃
ひ

･
支
部

農
民
は

低
い

生
活
程

度
に

も
拘
ら

ず

驚
く
べ

き
エ

ネ
ル

ギ

l

を

襲
揮
し

て

ゐ

る
｡
･

精
神
的
に

も

決
し
て

陰
鬱
で

は

な

く

寧
ろ

勢

天
的

な

朗
か

さ

を

む
つ

て

ゐ

る
｡

悲

惨
に

慣
れ

た

不
死

身
の

鎖
さ

を

も
つ

て

ゐ

る
｡

此

鮎
は

寧
ろ

支
部
民
族
の

強
味
と

し
て

再
認
識
す
る

必

要
が

あ

る
｡

極

度
に

低
い

生

活
を

螢
み

乍
ら

粘
り

強
い

生

清

力
を

も
つ

て

ゐ
る

三

億
飴
の

支

部
農
民
の

強
味
は

､

今
回
の

支
部
事
襲
に

･

よ
つ

て

箕
澄

さ

れ

て

ゐ

る

で

は

な

い

か
｡

四

マ

〝

サ

ス

人
口

論
的
研
究

マ

ル

サ

ス

人
口

論
に

基
い

て

支

部
農
業
を

研

究
し

た

も
の

は
. ､

太
平

洋
問
題
調
査

合
が

そ
の

中
心

で

あ
る

｡

太

平

洋
問
題
調
査

禽
の

東

一′



▲†

浮
研
究
は

人

口

論
収

基
い

.
て

ゐ

る

の

が

特
色
で

あ
つ

て
､

支
部
の

農
業
問
題
を

初
め

と
し

､

日

本
の

中

小
工

業
問
題

､

日

本
の

エ

業
他
の

問
題

､

ソ

シ

ア

ル

･

ダ
ン

ピ

ン

グ

の

問
題
等
何
れ

も
日

本
や

支
部
の

人
口

塵
力
に

注
目
し
つ

つ

問
題
･
を

取

扱
つ

て

ゐ

る
｡

人
口

論
的

観
鮎

か

ら

支

部
農
業
を

研

究
し

た

も
の

の

う

ち
サ

ロ

ッ

シ

ン

グ
･

バ

ッ

ク

の

｢

支
部

農
家
経
済
+

と

｢

支
部
に

於
け

.
る

土
地

利
用
+

の

二

著

書

は

最
も

代
表
的
な

も
の

で

あ
る

が
､

ト

1
､

ネ
ィ

の

｢

支
部
の

農
業
と
エ

業
+

も
バ

ッ

ク

と

同
じ

論

調
で

あ
つ

て
､

琴
も

歴
史
的

考
察
の

加

壌
づ

れ

た

出

色
の

傑
作
で

あ

る
｡

併
七

乍
ら

､

東
都
農
凛
に

射
す
る

マ

ル

サ

ス

人
口

儲
的

見
方
の

兜
駆
を

な
し

た

も
の

は

凍
囲
の

キ

ツ

グ
で

あ

ら

う
｡

キ

ン

グ

は

眈
把

二

九

二
年

平
｢

四

千

年
の

農
民
+

と

題
す
る

著
書

(

句
･

ロ

巴
皐

署
-

宣
芸

m

冒
t
u

昌
e

旨
冬
空
-

せ
胃
.

宗
｡

邑
A
g

計
量
弓

エ
コ

｡

E
･

増
､

ぎ
岩
づ

盟

息

音
声

-

芦
)

を

公
に

⊥
て

ゐ

る

が
､

彼
は

支
部

､

朝
鮮
及
び

日

本
を

旗

行
し

て
､

何
れ

も
農
村
人
口

の

詞
密
な
る

に

驚
き

､

/

斯
る

互

大
な

人
月

を

廉
潔
に

よ
つ

て

養
つ

て

ゐ

る

こ

と

に

寧
ろ

賞
責
の

馨
を

政
一っ

て

ゐ

る
｡

彼
は

､

如

何
に

し
て

二

千

年
､

三

千

年
､

往
々

に

し
.
て

四

千

年
に

も
及

ぶ

耕
作
の

履
､

■
之
等
の

静
周

(

支

部
､

朝
鮮

及

日

本
)

の

土

壌
が

斯
く
も
嗣
層
な

人
口

を

養
ふ

に

充
分
な

だ

け
生

産
し

得
る

様
に

な
つ

た

か
､

又
､

五

億
の

人

間
が

北
米

合
衆
園
の

朝
地

よ
･

り

も

狭
い

土

地

の

生

産
物
で

養
は

れ

得
る

や

う

に

な
つ

た

か

と
小

ふ

問
題
を

凝
胡
し

た
｡

そ

し
て

｢

我
々

は
､

.
あ

ら

ゆ

る

国

民
を

し
て

､

支

部
､

日

本
及
朝
鮮
の

桐
密
な

る

人
口

を

其
土

壌
生

産

品
七

依
り
て

養
ひ

得
し

む
渇

に

至

れ

る

諸
條
僻

皇
刃

金

に

正

確
に

諒
知
せ

し

む

る
､
と
い

ふ

課
題
を

以

て

極
め

て

偉
大
な

る

産
業
的

､

教
育

的
､

且

社
食
的

意
義
を

有
す

る

事
業
と

認
め

ざ
る

を

得
な
い

｡

,
此

進
化
の

多
く
の

段

階
及

方

迭
は

過

去
の

時
代
に

葬
り

去
ら

れ
. て

再
び

遣

る

事
忠

孝
も

､

此

敷
石

年
前
収

於
■て

得
ち

れ

而
も

左

程
著
し

き

後
退
も
見
せ

ず
に

現

在
迄
保
持
せ

ら

れ
て

ゐ

る

優
秀
な

る

成
績
は

深
く
研

岱

究
の

傾
値
を

有
ト

､

今
や
之
が

箕
行
の

秋
の

.
到

達
せ

る

を

見

そ
(

同

膚
､

･

濁

音
)

と

説
い

て

ゐ

る
｡

キ

ン

グ

の

東
亜

農
業
観
は

飴
り
に

農

軸

支

部

農
薬
研

究
の

類
型



｢

A
T

O

O

一

橋

論

葦

第
十

巻

第
一

米

本
主

義
的
た

理

琴
化
さ

れ
て

ゐ

る

薪
が

あ

る

が
､

併
し

東
洋
農
民
の

低

左
活
栓

慶
､

そ

れ

か

ら

生

ず
る

低
貨
銀

､

■

先
進
囲
の

エ

誉
脅

如

か

す
低
賃
銀
の

問
題
の

源
･
を

早
く
も
こ

不

唆
L
て

ゐ

る

と

盲
は

ね

ぼ

な

ら

な
い

｡

一

バ

ク

ー
ク

也

｢

支

部
農
家
怒

涛
+

(

J

各
日

訂
教
義
出

莞
k

)

2
i

ロ
①

笛

句

賀
早

野
｡

ロ

音
戸

ヨ

A

警

已
叫

曳
山

芸

才
コ
卓

:
日

管
謡
已
①
①

臼

ど
忌
r

妄
増

長

警
昌

で
｡

ま

巨
悪

i

ロ

2
､

夢
.

撃

霊
廟
済
潤

筆
局

葦

｢

支

部

農
家

経
済
研

究
+

上

下
､

昭

和

十

三
刊
+

は
､

一

九
二

丁
二

五

年
の

聞
に

著
者
の

直

接
拍
導
の

下

に

金

陵
大

串
畢

生

が

調
査

貞
と

な
つ

て

支
部
七

省
(

直

義
､

河

南
､

山

西
､

涙

徹
､

江
蘇

､

斬

江
､

栢

嘗

十

七

地

方
二

千

八

眉

六

十
六

農
家
の

農
業
経
営
及

農
村

融
合
状
態
せ
調
査

せ

る

も
の

で

あ

る
｡

本
調
査
の

包
含
す
る

農
場

面
積
は

八

千

五

首
ヘ

ク

タ

ー

ル

即
ち

二

萬
一

千
エ

ー

や
+

､

投

下

資
本
は

約
五

首

萬

支
部
弗

､

そ

の

人
口

は
■
略

一

高
七

千

人
で

あ
る

｡

バ

ッ

ク

の

｢

支

部
に

於
け
る

土

地

利
用
+

(

J

各
ロ

ど
邑
品
■
穿
阜
ど
邑

ヨ
i

-

仙

邑
i

｡

ロ

i

ロ

昏
訂

r

＼

A

警

已
叫

○

:
¢

､

謡

≡
焉
】

ロ

エ
ロ

一

審
-

○

邑
i

訂
班

も
邑
∽
00

態
≡
書
出

二

告
i

-

i

e

ニ
n

t

含

量
き
○

勺

言
う

F

完

ニ
ロ

Q
已

き
一

書
⊥
琵
芦
-

¢

芦

三

輪
孝

､

加
藤
億

共

革
｢

支

部

農
彙

静
､

支

部
に

於

け
る

土

地

利

用

こ
下

-
昭

和

十
三

年

刊
)

は
､

一

九
二

九
-
士
二

二

年
に

五
つ

て

バ

ッ

ク

教
授
措
導
の

下

町

行
は

れ

た

調

査
官

あ

少
､

二

二

省
二

六

八

地
溝
二

六
､

七

八

六
の

農
場
と
三

八
､

二

五

六

農
家
の

調
査
で

あ

る
｡

本
書
は

多
く
の

協
同

者
と
の

共
同

著

作
で

あ

る
｡

支
部
の

土

地

利
用
の

研

究
は

､

最
初

一

九
二

七

年
ホ

ノ

ル

ル

で

開
催
さ

れ

た

第
二

田

太
平

洋
合
議
の

席
上

､

米
国

農
務
省
の

0

･

耳
･

ベ

一

方

一

博
士

に

よ
つ

て

撞
唱
せ

ら

れ

た
｡

.
そ
こ

で

ワ

シ

ン

ト

ン

に

於
て
･
研

究
計
量
が

立

て

ら

れ
､

璽
一

九
二

八

年
の

冬
に

同

調
査

禽
の

一

J
･

滋
･

コ

ン

F

ワ

フ

博
士

が

渡
支
L

､

岡
倉
の

支
部
支

部
幹
事
陳
立

延

博
士

と

共
に

金
陵
大

審
を

訪
れ

､

農
業
経

済
畢
秤
に

土
地

利
用

初

蔑
の

兵
煙
的

計
量
感
立

を

委

思
し

充
､

河

合
は
ロ

ッ

ク

フ
ェ

ラ

ー

財
固
か

ら

の

寄
附
金
を

割
き

爾
後
五

箇
年
に

亙
っ

て

補
助

金
を

菜

出



め

し

セ

妄
他

墓
農
務

葺
合
か

主
莞

､

中
央

銀
行
か

ら
】

萬
五

嘉
邑
版

篤
と

し

て

露
せ

ら

れ
た

這
藁
の

目
的

は

第

言
畢
生

に

土

地

利
用

研

究
方

浩
の

訓
練
を

施
す
こ

と
､

第
二

に

支
部

農
業
の

有
用
な

資
料
を

蒐
集
し
て

､

そ
の

改
良

､

国

家
的

農
業

政

策
の

基

礎
を

確
立

し

ょ

う

と
い

ふ

こ

と
､

第
三

に

支

部
の

安
寧

華
陀

に

深
い

圃
心

を

有
す
る

諸
外
国
の

人
々

に

封
し
て

支
部
の

志
利

用
､

食
糧
及
人

口

に

就
て

基

礎
的

知
識
を

輿
へ

よ

う

と

し

た
こ

と
で

あ
つ

た
｡

■

ト

ー

ネ
ィ

の

｢

支
那
の

農
業
と
工

業
+

(

声

H
･

冒
一

恵
ヨ

訂
邑

邑

E
O

弓

F
C

E

冒
こ
+

○

邑
口

冨
ド

清

聴
佐

英
太

郎
､

牛
場
友
蓼

共

謀
｢

支
那
の

農
業
と

エ

華
昭

和
十

年
)

の

善
か

れ

た

経

緯
は

次
の

如

く
で

あ
つ

た
｡

昭

和
四
年
十

月
､

太

平
洋
問
題
調
査

脅
主

催
の

下

に
､

京
都
に

於
て

第
三

同
太

平

洋
合
議
が

開
催
せ

ら

れ

た

際
､

そ
の

討
議
に

於
て

展

も
重
要
成
せ

ら

れ
た

も
の

ぼ
､

清
洲
問
題
で

あ
つ

た
､

合
議
が

終
る

に

昔
つ

て

列

席
者
に

深
く
感
ぜ

し

め

た
■こ

と

は
､

満
洲
問
題
を

理

解

す
る

に

は
､

そ

の

背
後
に

あ

る

支

部
問
題
を

知
る

こ

と

が

如

何
に

必

要
で

挙
る

か

と

い

ふ

こ

と

で

あ
つ

た
｡

そ

れ
で

二

年
後
の

昭

聖
ハ

年

十

月
に

開
催
さ

る

ペ

き

第
四

囲
太

平
洋
合
議
は

､

合
議
地

年
上

海
に

､

そ

の

中
心

議
題

豊
邪
問
題
に

決
定
し

た

の

冨
る
ィ

議
題
の

決

定
と

同

時
に

､

各
国

太

平
洋
問
題
調
査

禽
は

調
査

研

究
を

進
め

る

こ

と

と

な
つ

た
G

そ
の

】

つ

と
し

て

支
部
農
業
及
工

業
に

圃
す
る

調
査

が

ト

ー

ネ
ィ

教

授
に

委

嘱
せ

ら

れ

た
｡

ト

ー

ネ
ィ

教

授
夫
妻
は

昭

和
五

年
支
那
に

渡
り

､

圃
査

研

究

易
ひ

そ

の

結

誉
ま

と

め
て

本
書

の

凰
形

を

な

す
メ

モ

ラ

ン

ダ
ム

を

昭

和
六

年
に

太

平

洋
問
題
調
査

合
に

掟
出

L

た
｡

太

平
洋
問
題
調
査

脅
が
ト

ー

ネ
ィ

教
授
に

此

調
査

を

委

嘱
し

空
つ

の

大
き

な

理

由
は

､

単
に

支

部
の

農
業
及
工

業
の

状
態
を

調
査

す

る

だ

け
で

な

く
､

之
を

欧
洲
の

歴

史
と

比

較
す

る

こ

と

に

よ
つ

て
､

支
部
社
食
の

脛
臍
的

背
景

里
骨
鮮
明
に

浮
び

上

ら

せ

よ

う

と

し

た

所
に

あ

る
｡

蓋
し

ト

ー

ネ
ィ

教
授
に

は

｢

十

六

世
紀
に

於
け

る

農
業
問
題
+

(

声

…
嘗

-

旨

冒
b
}

ぎ
i

-

=
ど
こ

筈

ぎ
百
已

な
る

著
書
も

曽
ソ

適
任
者
だ

か

ら
で

あ
る

｡

ト

ー

ネ
ィ

の

支
部

支
部

農
業
研

究
の

類

型

.
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n

)
包
U

一

席

諭
.

章

節
十

巻

第
一

盤

､

調
査

は

昭
和

七

年
に

ト

邑

邑
-

ト

賢
苧

i

邑
E

巨

な

る

題
下

に

ロ

ン

ド

ン

に

於
て

出

版
さ

れ
た

が
､

太
平

洋
問
題
調
査

倉
に

嬢
出

せ

ら

れ

た
メ

モ

ラ

ン

ダ
ム

の

題
名
は

A

賢
邑
す
で

r

已
工

已
邑
蒜

i

上

声
F
p

で

あ
つ

た
｡

1

-

ネ
ィ

は

支
部

農
業
の

基

本
的

鳳
題
･
を

人

口

封
資
源
の

鮎
に

見
也
ト

て

居
る

｡

支
部
の

田

舎
を

族

行
す

る

者
は

琴
で

も

農
村
に

人
間

一

の

多
い

の

に

驚
く
の

で

あ

る

が
､

卜

1

ネ
ィ

も
亦
教
ゎ
で

あ

つ

て
‥

支
部

農
村

人
口

の

多
い

こ

と

に

驚
異
の

取

払

み
l

は
つ

て

居
る

｡

と
こ

ろ
で

こ

の

互

大

な

る

農
村
人
月

が

耕
し
て

生

き

る

べ

き

土

地

は

既
に

限

界
鮎
に

到

達
L

て

ゐ
る

｡

森
L

得
べ

き

地

は

既
に

到
る

朗
耕
さ

れ

て

あ

つ

て

新
に

開
墾
す
べ

き

飴
地

は

少
い

｡

支
部
の

土

地

利
用
が

人
口

の

歴
力
に

よ
. つ

て

制
約
さ

れ
て

ゐ

る

鮎
を

卜

+

ネ
ィ

は

次
の

如

く

述
べ

て

ゐ

る
｡

即
ち

｢

支
部
に

牧

畜
が

行
は

れ

な
い

こ

主
は

､

気
候
や

土

質
か

ら

凍
た

問
題
で

は

な

く
､

天

顔
資
源

常
人
口

の

問
題
な

の

で

あ
る

｡

■
幾
世
紀
に

も
亙
つ

て
､

資
源
封
人
口

の

関
係
は

､

苛
も
人

間
の

食
物
を

耕
作
す
る

に

適
L

た

土

地

を
､

牧

畜
業
に

鹿
ふ

こ

と

を

許
さ

な
か
つ

た
の

で

あ
る
り

牧

畜
を

行
へ

ば

嘗
然
株
の

た
め

に

土

地

が

必
要
と

な

る
｡

そ

れ

ま
で

し

な

け

れ

ぼ

獲
ら

れ

な
い

牛

乳
や

肉
類

■

を

人

間
の
■

食
糧
と

す
る

よ

少

は
､

そ
の

牧

畜
用
の

土
地

を
､

直
接
人
間
の

食
料
品
生

産
の

た

め

に

使
用
す

る

方
が

多

く
の

人
間
を

葦
ひ

得

た
の

で

あ

る
+

(

ト

ー

ネ
イ

屠
前

掲
書
二

七

貫
､

前

掲
邦
詳
二

〇

吾
｡

ト

ー

ネ
ィ

や
バ

ッ

ク

が

支
部
農
業
の

基

本
的

難
関
を

人
口

封
耕
地

の

問
題
に

見
出

し

た
の

は

正

し
い

｡

.
人
口

潜

多
て

然
も
耕
地

が

限

ら

れ
て

ゐ

る

と

す

れ
ぼ

､

⊥
戸
営
り

の

経

常
面

積
は

教
小
な

ら

ざ
る

を

得
な
い

｡

支

部
農
家
の

零
細
性
の

源
は

人
口

封
耕
地
の

問
題
に

在
る

と

言
は

ね

ぼ

な

ら

な
■

い
｡

マ

ル

ク

ス

主

義
的

研

究
は

支

部
農
家
の

零
細

性
と

農
家
経

済
の

貧
窮

性
を

好
箇
の

題
目

と

す

る

が
､

そ

の

原
因

を
土

地

兼
併
や

搾
取
に

見
出
さ

ん

と

す

る

の

に

封
し

､

マ

ル

サ

ス

人
口

論
的

研

究
は

そ
の

原

因

を

人
口

に

封
す

る

耕
地
の

局
限

性
に

見
出

さ

ん

と

す

る

の

で

あ

湧

支
部
に

於
け
る

農
民
蒋
取
の

現

象
を

否

認
す
る

の

で

は

な
い

が
､

そ

れ

よ

り
も
更
忙

基

本
的

な

人
口

歴
力
を

重

8 6
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成
す
ペ

き

で

あ

ら

う
｡

嘉
に

僚
て

地

主

呈
地

を

没
牧
ト

て

共
同

農
場
に

し

て

み

た

所
で

農
民

大

衆
の

隼
清
か

盛
ら

も
向
上
さ

せ

る
･
こ

と

は

出

奔
な
い

だ

ら

う
｡

要
す
る

に
､

人
口

毘
硬
L

て

耕
地
が

狭
過

ぎ
る

こ

志
嘉
農
業
の

根

本
的

艶
聞
で

雪
｡

困
難
は

計
封

耕
地

の

間

囁
に

起
因
し
て

ゐ

る

の

で

あ
つ

て
､

土
地

条

併
に

因
る

階
級
封
立

の

問
題
か

ら

生

れ

る

の

で

は

な
い

｡

讃
は
ゞ

間
藤
は
マ

ル

サ

ス

的

で

あ

つ

て
､

マ

ル

ク

ス

的
で

は

な
い
々

此

鮎
に

関
し
て

ト

ー

う
の

言
は

正

し

い
｡

即
ち

｢

盛
業
単
位
が

豪
族
経
営
で

あ
る

囲
で

は

絶
て

そ

う
で

挙
る

が
､

雇
人
の

教
が

雇
主

の

数
に

此

し
て

著
し

く
少
い

｡

支
那
の

質
屋

農
業
労
働
者
は

､

フ

ラ

ン

ス

､

甫
ド

イ

ツ
､

デ

ン

一
マ

ー

ク

に

於
け

る

が

如

く
に

､

そ

れ

自
身

､

彼
等
の

雇
主

と

経
済
的
地

位
に

於
て

､

明

確
に

直
別
の

つ

く
階
級
を

構
成
し
て

ゐ

る

の

で

は

な

く
､

小
さ

な

殆
ん

ど
云

ふ

に

足

ら

な
い

財
産
を

基

礎
と

し
て

成
立

し

て

ゐ

る

祀
脅
の

､

い

は

ゞ

そ

の

際
間
の

其
虞
彼
虚

空
町
覆
し

て

ゐ

る

の

で

あ
る

｡

支

部
の

農
村

問
題
は

多
く
あ
つ

て

も
､

之

を

複
雑
な

ら

し

め

る

様
な

､

土

地

を

持
た
な

い

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

ー

ト

の

問
題
は

そ
の

中
に

倉
皇

れ
て

ゐ

な

い
｡

支
部
農
村
生

括
の

､

最
も
典
型

的

な

姿
は

賃
銀
努
働
着
で

は

な

く

土

地

を

持
つ

た

小
農
な
の

で

あ

る
+

(

ト

ー

ネ

イ

著
前

掲
書
三

四

真
､

瀧

掲
邦
澤
二

八

頁
)

｡

.

■
マ

ル

サ

ス

人
口

論
的

研

究
が

支
部
農
業
の

難
関
を

人
口

封
耕
地

の

鮎
に

見
出
し

冬
の

は

正

し

い

が
､

併
し

こ
■
の

問
題
を

如

何
に

解
決
す

る

か

と
い
■
ふ

方
港
に

閲
す

き
彼
等
の

意
見
は

人
種
的

偏
見
に

満
ち
て

ゐ

る
｡

彼

等
の

結
論
は

､

支
部
農
民
の

生

活
程
度
を

高

め
る

に

嘩
､

農
村
人
口

の

埠

碧
抑
止

す
る

方

誓
前

撃
と

し

な

け
れ
ぼ

不
可

能
で

雪
と
い

ふ

の

で

雪
｡

例
ぺ

ぼ
バ

ッ

ク

は

其
著

｢

支
那
農
家
経

済
+

の

結
論
に

於
て

次
の

如

く
述
べ

て

ゐ

る
｡

即
ち

｢

過
小
農
家
濃

密
に

封
す
る

救

準
策

毒
見
す
る

事
は

困
難
で

あ

る
｡

内
地

監
は

解
決
策
と

は

な

ら

な
い

と

息
は

れ
る

｡

･

何
と

な

れ

ぼ

そ

れ

が

た

め

に

必

要
と
せ

ら

れ

る

で
一

あ

ら

う

様
な

大

規
模
の

植
民
の

た

め
の

土

地

は
､

滴
洲
及

西

北
地

方
に

於
て

さ

へ

も

制
限
さ

讐
ゐ

る

か

ら
で

曽
る

｡

加
之

､

人

口

増
加
を

抑
制
す
る

何
等
か

の

手

慧
講
ぜ

ら

れ

太
い

現

支

那

農
業
研

究
の

類
型
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｢

R
U

い
ハ

U

+

椅

静

貫

第
十

各

弟
】

競

り
､

内
地

億
民
の

永

久

的

な

効
果
は

少
い

で

あ

ら

う
｡

同

じ
こ

と

は
､

農
村
人
口

を
エ

業
に

樽
ぜ

ト

め

る

場
合
に

皇
昆
得
ら

れ
る

¢

支

部
が

近

代
此
さ

れ
る

に

つ

れ
て

､

エ

業
の

聾
達
は

不

可

避
で

あ

り
､

農
村
人
口

の

若
干

数
は

エ

業
に

吸

収

さ

れ

る

で

あ

ら

う
｡

そ

れ
に

し

て

も
､

現
在
の

農
業
状
態
を

大

い

に

柴
に

す
る

に

足

る

程
多
数
の

人

間
が

エ

業
に

吸

収
さ

れ
る

だ

ら

う

と

は

殆
ん

ど

望
め

な
い

こ

と
で

あ

る
.｡

本
間
題

解
決
の

婿
釆
の

最
上

策
は

､

人
口

調
節
の

何
等
か

の

手

段
に

あ

る

様
に

息
は

れ
る

｡

そ

ト
て

應

急
の

最
上

策
は

､

件
物
裁
増

の

方
法
を

も
つ

と

集

約
的

各
人
ソ

L

め

る

こ

と
､

及
彷

土

地
,

一

軍
任
官
り
の

作
物
生

産
高
の

も
つ

と

多
い

作
物
を

栽
培

す
る

こ

と

に

あ

る

と

息
は

れ

る
.ノ

併
し

､

斯
る

生

産
性
の

向
上

も
､

若
し

人
口

を

増
加
す
る

に

委
せ

て

ゐ

た

な

ら

ば

や
は

り

無
益
で

あ

ら

う
+

(

J
･

P

穿
0

-

八

一

ロ

耳
-

声
0

】

声
コ
ー
〕

.
坦
口
(
▼

冒
-

竜
-

や

缶
e

｡

斯
る

議
論
は

､

支

部
農
民
が

永

久
に

現

在
の

土

地
に

縛
り
つ

け

ら

れ
て

ゐ

る

運

命
に

あ

る

こ

と
を

前
鐘
と
し

て

ゐ

る
一)

支
那
農
民
が

捌

口

を

輿
へ

■
ら

れ

な

か

つ

た

こ

と
に

封
し
て

は

限

真
ノ

む
つ

て

ゐ

る
｡

而
し

て

カ

ナ

ダ

や
濠
洲
の

如
き

人
口

稀
薄
な

固

が

あ

る

の

に
､

支
部

移

居
を

入

れ
よ

う

と

し
な

い
｡

バ

ッ

ク

の

次
の

妄
は

此

専
を

明

瞭

望
昆
切
つ

て

ゐ
.

る
J

即
ち

｢

拳
固
の

や

う

室
向
い

生

活
程
度
を

有

す
る
■
国

家
は

､

自
己
の

人
口

の

過

度
の

増
加
に

よ

つ

て
､

或
は

高
い

生

清
水

準
の

人

チ
か

ら

そ
の

土

地

を

奪
ふ

や

う

な
水

準
の

低
い

国

民
を

密
釆
す
る

こ

と

灯

よ
つ
.

て
､

自
己
の

生

活
水

準
を

引
↑

げ

る

や
う

琴
こ

と

は

ト

な
い

で

あ

ら

う
｡

嘉
で

は

移
民
に

よ

る

人

旦
問
題
の

解
決

を

望
む
こ

と
は

出

来
な
い

｡

支
部
は

資
源
に

此
■
し
て

大

な
る

人
口

を

有
ト
て

ゐ
て

､

自
己
の

水

準
を

大
い

に

高

め

よ

う

と

す
る

な

ら

ば
､

他
の

改

良
と

並
行
L

て

増
加
す
る

人
口

を

制
限

す

る

手

段
を

講
ぜ

ね

ぼ

な

ら

な
い
+

(

=
L

･

空
阜
卜

邑

崇
-

i

邑
ぎ

i

n

2
冒
も

.

皆
)

｡

米
英
人
の

支
那

農
業
研

究
は

､

支
部

農
民
に

産
兄
制
限

を

教
へ

る

こ

と

に

よ
つ

て

幕
を

閉
ぢ

る

も
の

が

大
多

数
で

あ

る
･

)

此

鮎
は
マ

ル

ク

ス

主

義
者
側
か

ら

痛
烈
に

攻

撃
さ

れ
る

所
で

あ
つ

て
､

･

即
ち
プ

ル

ジ
ョ

ア

畢
者
の

支
部

農
業
研

究
の

結
論
は

､

農
村
人
口

過

剰
静
か

､
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収

穫
逓
減
の

法
則
の

詭
教
か

の

何
れ

か
で

あ

満

と

罵
倒
せ

ら

れ

る
｡

五

日

本
人
の

満
支
農
業
研
究

日

本
に

於
け
る

支

部
農
業
研

究
は

支
部
事
襲
後
急
速
収

奪
展
し

た
が

､

そ

の

基

礎
は

既
に

東
亜

同
文
禽
其
他
の

調
査

機
圃
に

よ
つ

て

築

か

れ
て

ゐ

た
の

で

あ

り
､

殊
に

滴
鋳
調
査

部

蓑
塵

経
済
調
査
局
を
も
含
め

て
)

の

清
洲
及

支
那
の

農
業
研

究
に

よ
つ

て

培
養
さ

れ
て

ゐ

た

と

言
ふ

こ

と
が

出

奔
よ

う
〕

満
鋳
調
査

部
は

満
洲
及
支

琴
に

関
す
る

債
値
あ

る

研

究
を

礪
弄
し

て

日

本
人
の

大
陸

認
識
に

資
す
る

と

共
に

､

他
方
に

於
て

満
洲
各
地

の

農
村
忙

就
て

幾
多
の

箕
態
調
査

を

行
つ

て
､

所
謂
他

に

つ

い

た

知
識
を

集

穐
し

て

我

国
の

大
陸

政

策
に

寄
興
す

る

新
大
な
る

も
の

が

あ
つ

た
一

滴
洲
国
が

成
立

す

る

や
､

政

府
統

計
が

漸
次

整

備
し

清
洲
経

済
の

全

面

的

認
識
が

容
易
に

な
つ

た
｡

其
外

に

清
洲
国

政

府
も

大

規
模
な

農
村
箕
態
調
査

を

行
ひ

､

清
洲
圃

国

務
院

葦
業
部
臨
時
産
業
局

栴

｢

農
村
箕

態
調
査

報
告
書
+

が

完
成
さ

れ

た
ノ

此

報
食
事
は

次
の

十

六

清
か

ら

成
る

尤
大
な

も
の

で

あ

る
｡

l

農

家
概
況
篇

8

農
業
経
営
篇

5

雇
傭
関
係
並
に

慣
行
篇

7

農
業
経
営
線
篇

9

農
村
祉
禽
生
活
篇

l･1

農
家
経
済
牧
支

13

土

地

関
係
並
に

慣
行
篤
補
遺

支

部

農
業
折

究
の

類
型

2

小
作
関
係
並

に

慣
行
篇

4

販
嚢
並
に

購
入

事

情
篇

6

農
家
の

負
債
並
に

貸
借
関
係
篇

14 1 2 1 0 8

土

地
関

係
並
に

慣
行
篇

農
産
物
販
萱
草
情
篇

(

南

端
)

主

要
農
産
物
生
産
費

租
税

公
課
篇

(

北
浦
及
び

南

端
)

ぎ
9
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)

u
U

一

橋

論

叢

弟
十

巻

第
一

洗

場

農
家
の

負
債
並
に

貸
借

関
係
(

南

満
)

1 6

耕
種
概
要
篇

(

北
浦
農
具
の

撃

之

等
の

儲
査

は

康
徳
元

､

二
､

三

年
度
に

五
つ

て
一
な

さ

れ

た

も
の

で

あ

る
｡

此

調
査
の

う

ち

小
作

関
係
を

ま

と

め

た

も
の

が
､

産
業
部

大
臣

官

房

資
料
科
縮
｢

農
村
安
藤
調
査

報
告
書

､

清
洲
に

潜
け
る

小
作
開
係
+

-
庚
徳
元

∵
一

､

二

十

年

度
農
村
箕
態
調
査

報
告
書

と

(

康
徳
五

年
十

二

月
刊
)

と
な
つ

て

公
刊
さ

れ
た

J

次
に

､

.
支
部

農
業

調
査

は

支
部
事

欒
以

前
に

も
清
鋳
や

支

部
駐
屯
軍
に

よ

つ

て

行
は

れ
て

ゐ

た
)

例
へ

ぼ
､

清
鋳
経
済
調
査

脅
編
｢

山

東
省

一

農
村

義
輝

屯
)

に

於
け

る

社
食
経
済
事
情

-
附

､

同

村
に

於
け
る

一

農
家
の

経

済

～
+

(

昭

和
十

年

刊
)

や

滴
鋒
天

津
事
務

所
調
査

課

編
｢

河

北

省

農
業
調
査

報
告
+

(

昭

和

十
一

年

刊
)

等
が

･

あ

つ

た
｡

而
L
て

支

部
事

攣
別

に

於
け

る

日

本
側
の

支

部
農
業
調
査

と

し
て

最
も
大

規

模
な
の

は
､

天
津
日

本

租

界
の

支

部
駐
屯
軍
司

令
部
内
の

巽
東
地

区
農
村
賓
態
調
査

班
の

行
へ

る

｢

巽
東
地

笹
農
村

鷺
濠

調
査

散

骨
一

で

あ

ら

う
｡

■
之
は

9 0

第
一

部

巽
東
鞄

直
内
二

十
五

箇
村
農
村
賀
意
調
査
報
告

(

上
､

下
)

第
二

部

巽
東
地

底
鞘

士
(

箇
顆
腰
勢
概
況
報
償

第
三

都

賀
東
抱
囲
内
農
村
恵
慕
特
別
調
査
報
告

第
四

部

第
}

■同
輩
東
地

宮
内
邁
樺
農
村
箕
態
調
査

概
要

の

四

部
か

ら

威
つ

て

居
る

｡

本
調
査
は

手
工
名
の

調
査

貞
が

昭

和

十
一

年
に

四

十

僚
日
の

日

子

を

費
⊥

､

巽
東
各
解
の

農
村
を

麟
破
L

､

親
し

く
農
民
に

接
簡
⊥

て

そ

の

貴
重

浄
を

見
聞
し

た

騎
兵
の

報
告
で

あ
る

｡

昭
和

十
一

年
十
月

に

公
刊
さ

れ

た
U

･

支
部
事
欒
も

最
初
の

齢

風
的

進
撃
の

後
に

建
設
の

時
期
が

罪
て

､

占

領
地

域
内
の

農
村
寛
厳
調
査

が

盛
ん

に

行
は

れ

る

様
に

な
つ

た
正

例
へ

ば
､

蒲
鉾
上

海
事
務
所
調
査

室
礪
｢

中
貴
占

領
磯

屈
農
業
経

済
欄

轡

(

昭

和

十
三

芸
)

､

｢

立

蘇
省
大

倉
麻

農
村
箕
腰
調
査

覇
者



｢
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19

書
+

義
和
十

五

年

刊
)

､

｢

上

海
特
別
市
案
定
置

農
村
箕
態
調
査

報
貴
書
+

(

昭

和

十
五

年

刊
〉

が

あ

少
､

又
､

満
鍬
北

支

事
務
局

調
査

部

栴

｢

北
支

農
家
経

済
調

杏
報
骨

､

壷
潤

埜
是
鎖

米
廠
村
+

(

昭

和
十

二

年

度
､

昭

和
十

四

年

刊
､

昭

和

十

四

年

駐
､

昭

和

十

大

年

刊
)

､

満
織
北
麦

事
務
局

調
査

部
栴

｢

北

支
農
業
要
鷲
+

(

昭

和
十
三

年

刊
)

等
が

あ

る
｡

更
に

叉
､

満
鋳

調
査

部
(

北

支
経
済
調

査

所
)

編
｢

北

女

鹿
村
概
況

調
査

報
告

､

彰

徳
廓
第

一

直
采
村
及

侯
七

重

店
+

及
び

｢

北

支

農
村

概
況

調
査

報
告

､

奉

安
願

望
直
下

西

隅
郷
傍

潅
荘

+

が

あ

る
J

共
に

昭

和

十

五

年
に

公

刊
さ

れ
て

居
る

｡

本
報
告
は

北

支

農
業
の

地

域

的

類
型
並
に

立

地

保
件
究
明
の

蔑
め
の

基

礎
資
料
を

獲
得
す
る

目
的

を
以

て

賀
茂
せ

る

も
の

で

あ

る

ご
肌

者
は

五

名
の

調
査

貞
が

昭

和
十

四

年
十

言
下

旬
よ

り

十

二

月

中

旬

些
亘

り

河

南
省
彰

徳
原
に

於
て

賀
茂
せ

る

も
の

で

あ

砂
､

後
者

頃
五

名
の

調
査

貞
が

昭

和

十

四

年
十

月
十

日

か

ら

十

盲
三
日

に

至

る

二

十

雷
間
に

渉
り

賀
茂
せ

る

も
の

で

あ
る

｡

爾

報
肯
共
に

麻
概
況
と

部
落
概
況
と

よ

り

成
り

､

解
概

_

'

況
に

於
て

は

原
及

置
公
暑
等
に

於
け
る

訊

取

調
査

よ

り

得
た
る

も
の

と

既
存
文
献
よ

り

得
た
る

も
の

と
よ

り

成
り
一､

部
落
概
況
は

戸
別
鵡

取

調
査
の

集

計
を

主
と

し
､

村
内
有
識
者
か

ら
の

概

況
顛
取

を

参
酌
L
て

得
た

る

結
果
を

吟
味

検
討
せ

る

も
の

で

あ

る
っ

本
調
査

箕
施
に

首
つ

て

は

現

地

日

本

軍
､

現
地
､

打

新
居
禽
其
他
の

民
間
圏

餞
､

現

地

支

部
側
吏
濱
の

援
助
を

受
け
て

ゐ

る
｡

基
導
線
督
官
房
調
査

課
及
び

壷
滞

総
督
府
臨
時
南
支
調
査

局

は

主

と

し
て

南
東
に

裁
て

調
査

を

行
つ

た
｡

東
亜

研

究
所
の

調
査
研

究
も
見
逃
す
こ

と
が

出

席
な
い

｡

之
は

貴
意

調
査
で

は

な
い

が
､

畢

考

専
門
家
を

集
め
て

組

織
的

研

究
を

行

一

つ

て

ゐ

る
J

昭
和

十

四

年
十

∵
月

か

ら

主
年
計
董
を

以

て

行
は

れ
て

ゐ

る

支

部
の

土

地

慣
行
調
査

は

既
に

一

部
出

奔
上
つ

た
｡

其
他
各
種
の

東
亜

経
済
年
報
や

東
亜

関
係
語

彗
貰
支

部
農
業
に

関
す
る

調
査
及
研

究
が

警
と

し
て

襲
衷
さ

れ
･
る

棟
に

な
っ

た
｡

ま

と

吾
準
著
書
と

し
て

は

昭
和

十

四
年
に

公
刊
さ
■

れ

た

満
雄
の

毒
元

之
働

葺
妄
都
農
巣
経
滴

軍
(

上
)

は

鶉

芸
収
種
で

普
｡

浸
部

鼻
壌
肝

死
の

領

頚

9 ‡



｢

一

･

衛

ふ

轟

昇
十

巻
.

第
一

級

9 2

之
は

満
銀

調
査

部
と
い

ふ

機
開
を

利
用

L
て

蒐
集
せ

る

豊
富
な

資
料
を

集
大
成
し

た

も
の

で

あ

る
心

9 2 :

乏
等
の

諸
文

献
を

通
覧
し
て

感
ず
る

事
は

､

日

本
の

支
部

農
業
研

究
に

は

理

論
的

破

壊
が

貧
弱

だ

と
小

ふ

事
で

あ
る

J

蒲
鉾
調
査

部
及

清
洲
園

政

府
の

農
村

憲
調
査
は

数
に

於
て

造
営
多
数
あ
る

が
､

諾
的

背
景
に

腎
て

ゐ

る

憾
み

監
る
㍉

従
つ

て

;
の

憲
調

査
の

上
に

更
に

次
の

調
査
が

有
機
的
に

蟄
展
L

て

行
く
こ

と

は

無
く

､

同

じ

棟
な

調
査

が

方
々

で

繰
返
さ

れ
て

ゐ

る

状

態
で

あ
る

｡

支
部

農
業
に

閲
す
る

調
査

も
同

様
で

あ
つ

七
､

前
掲
の

諸
調
査

を

見
る

に
､

同

じ
こ

と
を

幾
回
も
繰
返
L

た

と
い

ふ

憾
み
が

あ

る
J

加
之

､

調

査
の

範
囲
が

い

つ

も
狭
く
之
か

ら
一

般
的
な

結
論
を

下

す
に

は

役
に

立

た

な
い

こ

と
が

多
い

｡

日
本
の

支
那
農
業
研

究
も

支
部
事

華
南
迄
は
マ

.

ル

ク

ス

主

要
の

影
響
を

か

な

り

強
く
受
け
て

公
式
論
を

ふ

り

ま

わ

し

た
著

書
論
文
が

少

く
な
い

｡

=
カ

に

於
て

理

論
的

背
景
な

き

農
村
安
藤
調
査

が

繰
返
さ

れ
る

と

共
に

､

他
方
に

於
て

安
倍
を

歪

め

た

公
式
論
が

蒸
返
さ

れ

る

l

と
い

ふ

有
様
で

あ
つ

た
ノ

然
る

に

支
部
拳
襲
勃
聾
と

共
k
マ

.ル

ク

ス

主

蓑
的

公
式
論
は

姿
を

没
L

て

し

ま
つ

た
の

で
､

凍
る

も
の

は

断
片

的
な

農
村

箕
態
調
査
の

み

と

な
つ

巧

併
し

乍
ら

支

部
事
欒
も

長
期
に

及

び

更
に

大

東
亜

戟
季
が

勤
番
す

る

に

及
ん
で

日

本
を

盟
主
と

す

る

東
亜

共
桑
園
建
設
の

新
な
る

課
題
が
生

じ
､

農
業
の

問
題
も

新
な

る

理

論
の

上

里
且

つ

て

再
編
成
す
る

こ

と

が

問
題
と

せ

ら

れ

る

に

至

っ

た
｡

尭
づ

第
一

に

農
業
努
働
力
不
足
に

基

く

農
業
再
編
成
の

問
題
が

蟄
展
し
っ

つ

あ
る

｡

日

本
に

も
朝
鮮
に

も

毒
薄
に

も
清
洲
に

も
同

じ

問
題
が

展

開
L
て

ゐ

る
｡

支

部
専
挙
が

長
新
化
す
る

に

つ

れ
て

物
も

人
も
不
足

を

告
げ

る

様
に

な
つ

た
｡

事
襲
前
は

物
む

人
も
過

剰
で

ぁ

り
､

生

産
過

剰
､

人
口

過

剰
が

問
題
で

あ
つ
.

た

が
､

今
や

問
題
は

避

韓
し

た
｡

而
L
て

農
業
労
働
力
は
エ

業
生

産
蹟
充
の

た

め

に

捷
供

し

な

け

れ
ぽ

な

ら
た

い

の

で
､

農
業
労
働
力
不

足

を

続
つ

て

問
題
が

進
み
つ

つ

あ
る

J

此

間
題
に

関
し
て

望
日

岡

金
市
民
の

｢

日

本

農
業

労
働
論
+

(

昭

和
十

四

年
)

､

｢

農
業
機
械
化
の

基

本

問
題
+

(

昭

和
十
五

年
)

､

｢

農
業
と

鼓

術
+

(

昭

和

去
年
)

を

初
め

と

し
て

幾
多
の

著

青



｢
■ ■■■

n

O9

論
文
が

聾
表
せ

ら

れ
て

ゐ
る

が
+

青
岡
氏

は

そ
の

.
｢

日

本
農
業
労
働
論
+

の

序
文
に

於
て

｢

事
欒
の

進
展
と

共
に

､

労
働
力
の

不
足
は

､

＼

全

面

的

に

深
刻

此
し
て

奔
つ

つ

あ
る

｡

就

中
､

農
業
労
働
力
の

不
足

は
､

｢

過
剰
入
日
+

､

｢

飴
剰
努
力
+

を

前

程
と

し

た

｢

小

農
制
+

の

下
掩

於
て

は
+

最
も

深
刻
で

あ

る
J

け
だ

L
工

錬
業
労
働
力
の

不
足

は
､

農
業
労
働
力
を

吸

収
す
る

こ

と
に

よ
つ

て

補

撃
d

れ

る

が
､

農

業
努
働
力
の

不
足
は

､

他
の

労
働
力
群
の

吸
収

に

よ
つ

て

補
強
さ

れ

得
べ

く
も
な
い

か

ら
で

あ

告

加
之

+

｢

過

剰
人
口
+

､

｢

飴
剰
努
力
+

を
前
埴
と
L

た

｢

小

農
制
+

の

下
に

於
て

は
､

急
激

寄
る

農
薬
労
働
力
の

減
少

に

封
應
す
る

だ

け
の

努
働
生

産
力
の

急
速
な

る

黎
展
の

地

盤
が

､

⊥

般
に

妖
如

し
て

ゐ

る

か

ら

農
業
労
働
力
の

不
足

は
､

盲
深

刻
此
す
る

の

で

ぁ
る

J

と
こ

ろ

で

農
業
労
働
力
の

不
足
の

盆
モ

深
劃
此
す
る

に

も
か

か

は

ら

ず
､

農
業
生

産
は

膏
に

確
保
さ

れ

な

け

れ

ぼ

怒

ら

な
い

の

み

な

ら

ず
､

更
に

よ

甥

頒
充
さ

れ
な

け

れ
ば

な

ら
.

な
い

ゐ
で

あ
る

∂

そ
し

て
,

そ

れ

は

現

下
の

｢
･

至

上

命
令
+

で

あ
る

の

で

あ

る
｡

こ

の

｢

至

上

命
令
+

は
､

如

何
に

し
て

達
成

､

資
現

さ

れ

る
■
で

あ

ら

う

か
+

壬

問
題
を

繰
出

し
､

日

本
農
業
の

機
械
此
と

共
同

作
業
を

提
唱

⊥
て

居
る

｡

東
畑
精

一

博
士

も
+

農
業

労
働
の

生

産
力
の

向
上
･
を

以
て

日

本

農
業
の

進
む
べ

き

方
向
と

し
て

ゐ

る
｡

次

の
一

文
は

多
く
の

人
に

引

用
･

さ

れ

た

も
の

で

あ

る
｡

｢

日

本
農
業
の

新
な

る

道
は

､

云

ふ

進
も
な

く
今
日
に

至
る

迄

比

較
的

寧
成
せ

ら

れ
て

葬
た

ー
ま

た
い

は

ゆ

る

′

入

違
剰
と

農
地

過

少
の

下
で

は

審
成
せ

ち

れ

ざ

る
.
堅
得
太
い

と
こ

ろ
の

ー
農
業
労
働
方
迭
の

改
善

､

農
業
労
働
の

生

産
力
の

増
大
と

云

ふ

鮎
に

な

く
て

は

な

ら

ぬ
｡

■
農
業
経

営
規
模
の

適
正

此
と

云

つ

た

り

農
業

.の

機
械
化

､

兵
同

化
､

高
度
此
等
々

力
至
は

土

地

制
度
の

改

革

圭
芸
た

斗

考
へ

ら
.
る
▼
べ

き

手
段
に
.
は

種
々

の

や
の

が

あ

ら

う
｡

偲
し

辟
著

す
ペ

き

方
向
は

労

働
生

産
力
の

増
大
せ

い

ふ

経
済

連
歩

の

板
木
的
わ

も
の

.

で

な

く
て
■は

な
ら

ぬ
+

(

束
畑

空
稿

｢

霊
農

慧
基
本

芸
+

､

.

霊
政

雪
霊
経
済
所
載
静
女

､

昭

和
十

毒
)

｡

ふ

蔑
地

の

農
業

が
督

面
し

た

問
題
は

､

真
に

朝

警
も
塵
澤
忙

も

雪
て

ゐ

う

毒
･

朝
鮮
の

量
膚
編

漂
儲
･

て

選
者

長
の

こ

93

支
溺

農
壌
研

究
の

葡
塾
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√
T

′

■■リ
U

丁
骨

計

算

第
十

巻

竺
艶

露
文
が

雪
｡

朝
鮮
農
葦
再

編
成
に

つ

い

て

氏
の

言
ふ

朗
は

次
の

如
く
で

掌
)

｢

囲

阜
計
蚤
的

考

雷
下
に

於
て

は

農
業

悪
性

を
有

94一

す
る

地

域
に
･
は

農
業
生

産
を

促

進
助

長
す
べ

き
で

あ

る

と

共
に

､

他
方
工

業
的
立

地

保
件
の

考
慮
の

下
に

居

り
て

夫
と

聖
二

産
讃
充
を

発

途
せ

し

め
る

上
に

於
て

慎
重
な

る

土

地

配

分
計
董
が

行
は

れ

ね
ぼ

な

ら

な
い
+

｡

｢

エ

業
方
面
に

於
け
る

移
し

き

人
口

吸

収

を

前
塊
と

し
て

地

方
農
業
に

於
け
る

生

産
力
を

蹟
充
し
て

行
く

為
に

は
､

農
業
労
働
の

合
理

的

編
成

､

具
鰻
的
に

は

労
働
の

生

産
力
を

高
め

る

為
に

鼻
糞

生

産
の

協
同

化
､

有
畜
化
及

改

良
農
具

牝
等
が

首
面

的
に

必

要
で

あ
る

と

共
に
1

他
方
に

於
て

農
家
の

適
性
規

模
を

決

定
す
る

事
が

要
求

ヽ

せ

ら

れ
る
+

奉
賛
稿

｢

朝
鮮
工

業
化
と

農
業

生

産
携
充
の

摘

採
+

社
食
政

策
時

報
第
二

五

大

兢
､

昭

和
十

七
生

二

月
-

七
三

1
七

四

頁
｡

墓
碑

に

就
い

て

は

平

貸
稿
｢

毒
滞
工

数

化
と

農
業

再

編
成
+

経
済
畢

雑
誌

第
八

巻

璧
ハ

彗
｡

■
･

壷

渾
に

於
て

は

農
業
努
働
力
再

編
成
の

外
に

作

物
の

再

編
成
の

問
題
が

あ

る
｡

例
へ

ぼ

甘

庶
栽
埼
を

制
限

L
て

米
作
に

樽
換
す

る

必

要

.

が

論
ぜ

ら

れ
て

居
る

｡

･
浦
洲
圃

に

於
て

も

同

様
な

問
題
が

あ
る

｡

即
ち

支
部
事

欒
勃
蟄
以

釆
満
洲
園
の

経

済
建
設
の

急
激
な

る

進
行
に

伴
ふ

エ

鏡
､

土

木
建

築

業
へ

の

螢
働

カ
の

大
な

る

需
要

､

そ

れ
､
に

従
つ

て

穿
働
賃
銀
の

著
し
い

騰
貴
が

あ

り
､

斯

く
て

清
洲
農
業
は

努
力
不
足

と

貨
銀
騰
貴
に

苦

し

む

咋
至
つ

た
J

在

奔
は

北

支
よ

り

年

芸
H

数
十

萬
の

労
働

者
が

出

穣
に

釆
満
し
て

ゐ

た

が
､

そ
の

人

痛
苦
力
は

激
減
し

今
後
も
大
な

る

入

滅
は

新
得
t

得
な
い

状
態
と
な
つ

た
｡

従
つ

て

園

内
建
設
の

た

め

に

増
大

す

る

努
力

不
足
は

､

清

洲
園

内
の

農
業
人
口

の

供
出

以

外
に

は

方
迭
は

無
く
な
つ

た
｡

清
洲
園
の

.
重
工

業
建
設
の

た

め

に

清

洲
農
業
を

如

何
に

再

編
成
す
る

か

の

周
題
は

関

東
軍
及

び

清
拭
調
査

部
の

人
々

に

よ
つ

て

虞
叡
把

研

究
せ

ら

れ
て

ゐ

る

が
､

其
の

一

つ

の

現

れ

と
し

て

佐
藤
武
夫
著
｢

満
洲
農
業
再

編
成
の

研

究
+

(

昭

和
十

七

年
)

が

公

刊
せ

も
れ

た
｡

佐
藤
氏
は

此

間
題
に

封
L
て

次
の

如

き

結
論
に

到

達
L

た
､

即
ち

｢

清
洲
農
業
が

普
画

し
て

ゐ

る

労
働
力
の

不
足

､

そ



一

九
U

八

u
U

の

雷
の
櫨

最
の

高

警
解
決
す

る

漂
▼

そ

L

て

園

内
他
産
業
建
設
の

雷
の

農

募
俄
人

芸
供
出
の

解
決
は

二

言
農
業

機
枚

他
に

あ

り

と

言
は

ね

ぼ

な

ら

な
い
+

(

同

書
ニ

ュ

四

頁
)

｡

日
本

､

■
朝
鮮

､

毒
､

満
洲
の

農
業
が

嘗

雷
る

労
力
不
足
は

､

戦
時

中
の

蒜
的

現
象
で

空
か

､

そ

れ

と

も

今
次

戟

箸
契

機
と

L

て

エ

掌
化

が

本
格
的

段

階
に

入

り

農
業
労
働
力
の

不
足

は

葉
栂
摸
す
る

も
の

で

あ
る

か

は
､

更

呼
琴
分

な
る

検
討
を

必

要
と

す
る

で

あ

ら

う

が
､

.

今

季
戟

季
が

糧
摸
す
る

腎
り

は

慶

喜
働
の

不
足

按
､

雫
深
刻
と

誉
ソ

支
部
に

も
同

-

の

現

象
が

担
る

と

考
へ

ら

れ
る

｡

眈
■
に

山

東
及
河

北
の

苦
力
の

入

港
が

激
減
し

た
こ

と

は
､

北

支

農
村
に
･
も
勢
力
不
足

が

起
り
つ

つ

あ

る

こ

と

を
物
語
る

も
の

で

あ

ら

う
｡

勿
論

､

北

支
は

目
下

重
岡
地

域
で

雪
か

ら
､

農
村
の

牡
↑

が

共
産
軍
等
に

笠
せ

ヶ
れ
て

農
村
に

努
働
力
不

雷
昔
げ
て

ゐ
る

と

考
へ

ら

れ
る

が
､

そ

の

外
に

日

本
の

北

麦
田
襲
の

た

め

に

或
は

錦
山

に

或
は

港
湾
に

或
は

道
路
に

或
は

鋳
邁
に

或
は

建
勢
に

碍
嘗
の

数
の

労
働

山

者
が

働
い

て

ゐ

る

こ

と

も

苦
か

で

祭
り

う
J

戊
も

霊
草
木
な

北

安

息
村
人
口

が

日

本
の

北

支

圃
聾
に

よ
つ

て

最

善
働
力

宗
若

衆

す
と
い

ふ

こ

と

は

未
だ

直
ち

に

断
定
L

得
な
い

警
あ
つ

て
､

之
は

戦
時
中
の

】

時
的
の

現

象
と

見
る

方
が

安
富
で

あ

ら

う

が
､

併
し

日
本
の

支
部
開

垂
が

措

爽
益
モ

大
規

模
に

な

れ
･
ぼ

､

農
村
人
口

に

影

響
輿
へ

ず
に

は

誓
な
い

こ

と

は

た

し

か

で

警
｡

共
時

呈
つ

て

初
め

て
､

米
英
の

畢

莞
ち
に

ま

つ

て
､

永

遠
の

袋
小
路
と

し
て

､

或

隻
解
決
の

道
な

き

悪
循
珪
と

し
て

､

産
兄

制
限

よ

り

外
に

活

路
の

な
い

様
に

説
明
せ

ら

れ
て

ゐ

た

支

那
農
村
人

口

の

捌
口

が

見
出
さ

れ
る

詩
で

あ

る
｡

大

金

鰹
主
義
へ

の

傾

向

1

患

部
の
.
農
業
を

単
に

分
析
す

る

に

苦
ら

す
之
を

如

何
に

↓

て

再

建
す
る

か

と
い

ふ

ゾ
レ

ン

の

問
題

藍
写
る

場
合
に

･ ､

無
税
す
る

こ

安
部

農
業
研

究
の

覿
型

う5
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】

橋

論

叢

第
十

巻

第
一

錬

と
の

出

挙
な
い

の

琴
合

作

墓
動

冨
る

｡

真
部
に

於

替
る

合
作

蓋
動
は

】

九
】

･
九

年
に

端

姦
し

た
J

此
の
･
年
は

支
部
が

ヴ
ュ

ル

サ

ィ

妄
議
で

虐
待
を

要
り

､

嘉
に

現

代
此
運

動
が

勃
興
し

準
年
で

雪
｡

そ
の

指
導

者
と

し
て

は

復
旦

奉
畢
の

轟
仙

丹
教

授
及

び

国

民

真
の

孫

東
等
が

奉
げ

ら

れ

る
｡

悪
の

都
市
信

用
合
作
敢
が

完

完
年

轟
教
授
に

よ
つ

て

組

織
さ

れ

た
レ

農
村
信
用

合
作
社
の

箕
瑛
は

そ

れ
よ

り

後
れ

妄
二

年
に

輩
辛

魅
を

機
と

L
そ

れ
の

嘩
本
的

防
止

孟
と

L
て

中
国

撃
渾

義
賑

禽
に

よ
つ

て

基
慣

讐
れ
た

壷

洋

義

軍
曾
は

農
村
の

振
興

､

教

育
､

金

警
主

た
る

目

的

と

し
､

主
と

↓
て

河

北

省
に

活
動
し

た
J

此

遊

動
は

国

民
薫

若
の

支

誓
得

て

盆
モ

蟄
展
し

た
｡

孫
文
が

協
同

組
合
の

設
立

姦
案
し
て

以

凍
､

協
同
組
合
の

翌
は

国

民
真
の

綱
領
の

諒
と

誉
ノ

､

種

芸
横
倉

窟
て

讐
助
成

業
に

封
し

公

式

孟
眞

へ

る

呈
つ

た

表
内
に

由
ら

れ

雷
の

で

は

雪
が

∵

毒
不
年
に

は

江

蘇
､

一

九

二

丸
年
に

は

漸
江

及

山

東
､

妄
ニ

○

年
に

は

江

西

及

河

北
､

妄
二

二

年
に

は

湖
北

省
に

於
て

各

芸
の

悪
■

克
た

㌧

右
央
政

麻
に

ょ
っ

て

の

港
律
は

言
二
二

妄
動
め

て

軍
業
部
に

よ
つ

て

攣
布
せ

ら

れ
､

農
村
合
作
敢
暫
行
幸
程
と

し
七

知
ら

れ
て

ゐ
る

が
､

之
は

完

三

四

年
二

月

量
り
立

法

警
通
過

L

囲

莞
る

裏
表
一

雲
合
作

霊
と

菅
ノ

､

】

九
三

五

年
九

月

盲
督

還
せ

ら

れ

た
J

日

本

咋
於

望
-

八

九
九
年
産

乗
組
合

準
案
通

警
旦

亭
五

年

後
､

印
度
に

於
け
る

信
用
組
合
港
案
通
過
よ

旦

子
年
後
で

雪
J

嘉
の

合
作

藷
に

は

釜
と

豊
が

雷
､

公
的

機
関
に

は

豊
､

数
省
併
立

､

省
立

或
は

壷
域
に

よ

る

も
の

が

雷
､

私
的

機
師
に

は

商
業
的

教

育
的

､

慈
善
的

其
他
の

機
陶
が

雪
J
九
三

五

年
末
に

警
二

萬

幸
二

百

二

十

四

敢
､

訃

貰
数
は

芸
四

千

四

至
名

､

各
社
の

冨
訃

貰
数
三

十
八

名
で

雷
ノ

､

■
十

六

省
三

市
に

分
布
せ

ら

れ
て

層
る

二
九
二

七

年
忙

は

五

首

八

十

赦

(

そ
の

う

豊
冥
十

一

紅
は

河

著
に

雪
た
)

で

あ
つ

た

の

が
､

九
年
後
の

丁

些
二

五

年
に

は

そ

の

四

十

五

倍
に

檜
加
し

た

詩

誕
㌣

雀
社
運
働
は

潮
時
代
の

建

贋
晋
L
て

委
意

義

雪
慧
で

雪
J

凛
的

贋
､

同

債
的

圏

軍
国

漂
園

葦
の

空
文

h



郡
鹿
骨
に

は

適
合
し

た

遥

動
で

あ

る

と

言
ふ

べ

き

で

あ

る
｡

之

等
の

ゲ

マ

イ

ン

シ

ャ

フ

ト

的

な

祀

舎
が

崩
壊
し
て

近

代
の

個
人

主

義
社
食

が

生

れ
る

と

考
へ

る

の

が

西

洋
流
の

社
食
料
率
の

常

識
で

あ
る

が
､

そ
の

個
人
主

義
社
食
が

既
に

行
詰
つ

て
､

西

洋
に

於
て

も
仝

鰻
主

義

社
食
の

建
設
が

要
望
さ

れ
て

ゐ

る

の

で

あ
る

か

ら
､

こ

の

ゲ

マ

イ

ン

シ

ャ

フ

ト

的

な

も
の

の

上

に

仝

慣
主

義
的

杜
倉
を

構
成
す
る

こ

と

が

出

席
れ

ぼ

最
も
理

想
的

な

新

社
食
構
成
原
理
で

あ
る

と

言
は

ね

ぼ

な

る

凄
い

｡

合
作

社
蓮

動
は

仝

慣
主

義
的

社
食
構
成
の

可

能

性
を

多
分

に

有
し

て

ゐ

る

遊
動
で

あ
る

J

さ

れ

ば

支

部
の

新
港
畢

徒
に

し
て

ド

イ

ツ

に

留
畢
せ

る

者
の

中
に
.
は

､

欧
洲
の

協
同

組
合
運
動
な

参

考
に

(

証

二
)

し
っ

つ

支
部
の

合
作
杜
遥

動
を

以
て

新
社
食
建
設
の

原
理

た

ら
し

め

ん

と

志
し
て

研

究
を

進
め

た

畢

徒
も

ー

､

二

に

止

曇

ら

な
い

｡

勿
論

､

合
作
社
運

動
を

散
り

灯

理

想
化
し
て

過

大
な

る

期
待
を

か

け

る

こ

と

は

危
険
で

あ

る
｡

一

九

三

五

年
未
収

社
員
数
石

高

人
に

な

つ

た

と

は
い

へ

■､

支

部
農
村
人
口

に

比

す

れ
ぼ

未
だ

虞
に

彼
々

た

る

も
の

と

言
は

ね

ぼ

な

ら

な

い
〕

又
､

合
作
杜
に

よ
つ

て

最
も

多
く
利

益
を

受
け

る

の

は

貧

農
で

は

な

く
て

農
村
の

高

利
貸
で

あ

る

と
い

ふ

非
難
も
あ

る

の

で

あ
る

か

ら
､

箕
情
は

よ

く
検
討
す
る

必

要
が

あ
る

｡

併
し

､

理

論
的
に

l は

合
作
紅
蓮
動
は

個
人
主
義
と
マ

ル

ク

ス

主

義
と
に

代
る

第
三
の

社
食
建
設
原
理

た
る

可

能
性
を

有

す
る

こ

と

は

認
め

な

け

れ
ぼ

な

ら

な

い
｡

現

在
迄
の

所
､

支
部
の

合
作

杜
は

信
用
合
作
社
が

最
も

多
く

､

総
社
数
の

七

五
･

五

%
､

敢
日

月

数
に

於
て

六

三
･

六

%
を

占
め

て

ゐ

る

が
､

金
融
機
関
た
る

に

止

奮
つ

て

ゐ

る

聞
は

高
利
貸
等
に

利
用
せ

ら

れ

却
つ

て

弊
害
せ

生

ず
る

惧
れ
が

あ
る

の

で

あ

つ

て
､

宜
俸

､

組

織
､

指
導

､

教
育
遥

動
を

通
じ
て

協
同
の

精
神
と

組

織
の

建
設
に

重
■
鮎
を

遣
く

様
に

な
つ

た

時
こ

そ

初

め
て

合
作

祀
連

動
は

仝

餞

主
義
へ

の

道
を

拓
く
と
■

言
ふ

こ

と

が

出

奔
よ

う
｡

傭
､

浸
都
農
業
研

濱
の

傍

系
と

L

て

農
村
社
食
嘗
的

研

究
の

存
す

る
.

こ

と

も
看
過
し

得
な

い

所
で

あ
る

∵
ワ

ィ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ゲ

ル

の

研
･

97

究
殊
に

後
年
冶

研

究
の

如
き

.
は

寧
ろ

支
部

農
村
社
食
の

家
族
制
度
の

研

究
が

主

で

空
ノ

て
､

農
村
杜
合
掌
的

研

究
と

見
る

方
が

通
常
で

あ

支

部

農
菜
研

究
の

類

型

9 7



n

D9

一

檜

静

募

集
十

各

第
一

放

鳥
｡

.
共

他
､

前
に

述
べ

た

カ
ノ
ル

ブ

の

｢

甫
支
部
の

村
落
生

野
や

､

ス

ミ

ス

の
■
｢

支
瓢
の

村

落
生

哲
(

㌢

臣
1

已
･

居
ぎ

星
-

最

終

巳
軍

㌢
O

E

芦

塵
谷

安

夫
､

仙
汲

泰

雄

哉

苧
､

昭

和
十

大

年

刊
)

の

如
き

も

貴
重
な

研

究
で

あ

る
J

我

国
で

は

桶
模
氏
の

諸
著
が

此

類
型
に

属
す

る
.ノ

形

式
は

峯
術
胡

著
作
で

は

な
い

が

内
容
に

於
て

は

極

め
て

傾
値
高
き

農
村
社
食
畢
の

著
作
と
L

て

パ

ー

ル

･

バ

ッ

ク

女
史
の

小

説
｢

大

地
+

を

奉
げ

な

け

れ
ぼ

な

ら

な
い

｡

支
部
農
村
社
食
拳
の

主

流
は

ゲ

マ

イ

ン

シ

ャ

フ

ト

よ

り
ゲ

ゼ

ル

シ

ャ

フ

ト

へ

の

分
化
を

主
題

と

し
･
て

居
る

が
､

一

部
に

は

ゲ

マ

イ

ン

シ

ャ

フ

ト

復

興
の

努
力
の

存
す
る

こ

と
は

終
発
の

問
題
と

し
て

注
目

す
べ

き

で

あ

る
｡

(

註
一

)

空
半
口

打
-

山

ロ

㍗

ロ
〇
･

(

何

廉
)

)

田

弓
已

出

言

冒
-

己.

巾

村
e

等
口
芝

岩
ま
㌻
ロ

㌢

Q

E
･
旨
＼

っ
ー

】

訂
夢

Ⅰ

冒
t

小

言
-

e

已

才
2 .

f

-

0

日

已
告
ご
コ

ザ

一

議
P

p
･

箸
-

串

本

書
は

一

九
三

六

年

夏

米
国
ヨ

セ

､

､

､

テ

に

開
催
さ

れ
た

第
六

同

大

平

洋

食
議
に

提
出
き

れ

た

報
青

書
で

あ
つ

て
､

日

本

国
際

協

骨
太

平

洋

間
題
詞

査

部
署

｢

支
部

経
済
建
設
の

全

貌
､

方

顧

延
､

何

廉
､

張

紙

明
､

丁

倍
､

G
･

¶
丁

テ

イ

ラ

ー
+

(

昭

和

十
二

年

刊
)

の

中

に

牧
鎖

せ

ら

れ
て

あ

る
｡

(

註

二
)

叫

雷

ぺ
出

曽
旨
賀
哨
､

警
軋
軒
-

①

字
義
2

告
n

監

夢
d
i

邑
}

①

警
N

㌻
-

胃
ニ

ュ
打

-

…

弓
空

言
-

告
n

こ
ロ

Q

E
2
r

W
山

号
-

芸
㌢

J

J
n
･

内
w
O

羞

9
-

e

ロ
)

ゴ
岩

.

-

竿

ロ

チ
己
芸
買

訂
℡

こ

訂
F
2

ゴ

n
{

曽

悪
罵
n

邑
】

巴
{

缶

ロ

F

3
計
5

言
包

已
0

♭
.
ロ
一

言
n

巴
)

胃

す
山

･T
包
①
り

晋
賢
e
】

亡

倉
田

n
①

ま
買
F

空
】

-

畏
口

争
ニ

ュ
琶
F

已
こ
i

已
岩
出

n
¢

ロ
○

琵
空
蒜
O

F

巴
t

芸
1

莞
①

慧

葺
巾

芦
品

句
○

ユ.
b
i

-
(

ど
ゴ

甲

-

茎
り

本

書
は

ド

イ

ツ

の

ハ

ル

レ

･

ウ
ィ

ッ

テ

ン

ベ

ル

ク

大
挙
の

協
同

組

合

演
習

部
に

於

け
る

研

究

成

果

が
ゲ

オ

ル

グ

･

ヤ

ー

ン

博
士

監

修
･の

下
に

蛮

表

さ

れ

て

ゐ

る

協

同
組

合

論

叢
菩

(

出
ゐ

ぎ
着
①

告
H

n
①

ロ

忌
昌
宏
旨
已
訂
k
ロ

ロ
n
e
)

の

第
玉

串
と

し

て

公

刊
さ

れ
.
た

も

の

で
､

雪
白

｡

日

本

青
年

外
交

協

骨
折

究

部
費

｢

練

磨
公

著
.

支
部

農
業

協

同

組
合

諭
+

(

昭

和
十

四
年

刊
)

と

し

て

部

署
き

れ

て

あ

る
｡

伺
､

根
岸

倍
博
士

著

｢

支

部

ギ
ル

･F
の

研

究
+

(

昭

和
七

年
)

二
五

貢

阿

部
薗

一

着
｢

シ

ュ

パ

ン

社
食

･

経
済
畢

詮

捜
系
+

(

昭

和

十
一

年
)

三

二

八

頁

(

昭

和
十

七

年

六

月

稿
)

｢




